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●団長挨拶
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ふくしま型ＵＤ実践リーダー養成事業の概要 
 

１ 目 的 
ふくしま型ＵＤの実現に向けて、実践能力を備えた中核的な人材を確保する

ため、ＵＤ先進国での海外研修を柱とした専門的な研修を実施するとともに、
研修成果の発信や県内大学と連携した質の高い事後活動の展開、さらには施
策提言のための場の提供までを体系的に実施し、ＵＤの実践的リーダーの養
成を図るものとする。 

２ 研修内容 
ア 海外研修 
① 派 遣 先  アメリカ合衆国マサチューセッツ州ボストン 
② 派遣期間  平成１８年９月１６日から９月２３日（８日間） 
③ 派遣人員  １６名 
団 長（一般団員より選任） １名
副団長（一般団員より選任） ２名

積極的に自立生活等に取り組む障がいのある人 ２名
盲・聾・養護学校高等部生徒、障がいがある高等学
校生徒 

５名

高等学校生徒 ２名
一
般
団
員 

建築・設計業、製造業、運輸・通信業、小売業・飲食
店、サービス業（旅館、社会福祉、医療等）、ＮＰＯな
ど、主としてサービスを提供する人で企画等に携わ
っている人又は経営者 

３名

団
     員

 

引率教諭、事務局 ４名
 

イ 事前研修・事後研修 
研 修 区 分 日  程 場  所 

第 1 回事前研修 平成 18 年 7 月 8 日～ 9 日 福島県男女共生センター
第２回事前研修 平成 18 年 8 月 5 日～ 6 日 福島県男女共生センター

事後研修 平成 18 年 10 月 29 日 福島県男女共生センター
 
ウ 事後活動 

活 動 区 分 日  程 場  所 
県との意見交換会 平成 19 年 2 月 8 日 福島県庁 

成果発表フォーラム 平成 19 年 3 月 3 日 福島県立郡山養護学校 
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 団 長 挨 拶  
 
   平成18 年度  

ふくしま型UD 実践リーダー養成事業 
            団 長  河 野  由美子 
 

成田からデトロイトを経由し、約１６時間の長い長いフライトを経て、私達は目的
地であるボストンに到着しました。 

今まさに、真っ赤な夕日が沈もうとする美しい夕焼けの空に迎えられ、レンガ色
の建物が整然と並ぶ夕暮れのボストンの街を見下ろしながら、私達を乗せた飛行
機は、ローガン国際空港に降り立ちました。 
そのすばらしい夕日が暗示していたのか、今回の研修は、とてもお天気に恵ま

れました。 
事前研修で、ボストンは北海道と同じ緯度に位置するという説明を聞き、９月と

はいえ、だいぶ涼しくなってきているであろうことを想定して、団員は皆、上着を何
枚か用意しました。しかし予想に反して滞在中は半袖で過ごせるほどの陽気が続
き、視察先への移動が身軽だったのはもちろんのこと、ボストン市役所の福祉担当
であるスピネット氏がチャーターしてくださった船で、夏を思わせる日差しの中、大
西洋に漕ぎ出すなど、すばらしい体験をすることができました。 

ボストンはアメリカ人が憧れる街の一つであるというのが素直にうなずける、エ
レガントで美しい街です。マウントバーノン通りの歴史あるレンガ造りの住宅街もさ
ることながら、ウォーターフロント再開発エリアの近代的な街並みも、レンガ色を基
調とした建物が立ち並んでいます。 
特に建築上の規定がないにも関わらず、奇抜な色をさけ、古い建物との調和を

大事にした街づくりは、この街が、多くの歴史的人物を輩出し、アメリカの歴史を作
ってきたというボストン市民の誇りと愛着のあらわれであると感じました。 

今回の研修は、養護学校の生徒を含む老若男女１６名、まさにユニバーサルデ
ザインを象徴したような団員構成です。事前研修では、障がいのある団員から、自
分たちに対してどのようなサポートが必要であるか、話を聞く機会を持ちました。し

かし寝食を共にする中で、私達にはごく自然に家族のような絆が生まれ、一緒に過
ごす上でそういった配慮は当たり前の行為であるととらえるようになっていました。 

研修やボストン滞在中に見られた団員同士の交流のあり方は、福島県が取り組
んでいる「心のユニバーサルデザイン」を推進していく上で最も大切なものであり、
この体験は、団員たちの心に刻まれ、今後の活動に生かしていくものと思っていま
す。 

また滞在中は、各視察先で大変あたたかい歓迎を受け、ボストンの人々のすば
らしい心に触れることができました。特にアダプティブ・エンバイロメンツのフレッチ
ャー所長はじめスタッフの皆さんには、新しい事務所への移転の最中にも関わら
ず、合間をぬって視察先にまで同行していただき、団員一同その心遣いに心から
感激いたしました。また、日本よりアダプティブ・エンバイロメンツに出向されている
博報堂の井上滋樹さんには、終日視察に同行していただき、慣れない異国の地で
とても心強く感じたばかりか、井上氏が記事の連載をしている読売新聞に、今回の
視察や本県のユニバーサルデザインの取り組みについて紹介をしていただき、そ
のご好意に感謝の気持ちで一杯です。 
帰国後、京都で「ユニバーサルデザイン国際会議」が開催され、団員をはじめ本

県の代表者も出席し、福島県が推進する「心のユニバーサルデザイン」の取り組み
について高い評価をいただきました。 
ユニバーサルデザインは、教育や建築、環境と、取り組むべき内容は多岐にわ

たります。しかしそれらを進めていく上で何よりも大切なのは、相手を思いやり、理
解しようとする心であり、その「心」が生み出される過程こそがユニバーサルデザイ
ンであると思います。 
ユニバーサルデザインの生みの親であるロン・メイス氏の「これはあなたたちの

問題でもあるんだよ」という言葉を胸に刻み、ユニバーサルデザインは全ての人の
ためであると同時に、自分と大切な人のためでもあるということを、団員と共に多く
の人に伝えていきたいと思っています。 
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団員名簿 
 

【団 長】    
 役 職 氏   名 性別 所属等 
 団 長 河

こう
 野

の
 由美子

ゆ み こ
  女 ＮＰＯ法人 地域生活支援ネット 

ＯｎｅＯｎｅ副理事長 
【成 人】    

 役 職 氏   名 性別 所属等 
 副団長 村

むら
 松

まつ
   禎

ただし
 男 福島県中途失聴・難聴者協会会長 

 団 員 佐
さ

 藤
とう

 玲
れい

 子
こ

 女 （株）佐藤信博建築設計事務所 
 団 員 曽

そ
 我

が
 啓

けい
 子

こ
 女 小規模作業所ストロークハウス福島所長 

 団 員 渡
わた

 邉
なべ

 大
だい

 輔
すけ

 男 （株）渡辺組専務取締役 

【学 生】    
 役 職 氏   名 性別 所属等 

 副団長 古
ふる

 川
かわ

 あゆみ 女 県立橘高等学校普通科３年 
 団 員 阿

あ
 部

べ
 美

み
 咲

さき
 女 県立福島西高等学校普通科２年 

 団 員 江
え

 連
づれ

 香
か

 織
おり

 女 県立郡山養護学校高等部２年 
 団 員 大

おお
 瀧

たき
 裕

ゆう
 司

じ
 男 県立会津養護学校高等部３年 

 団 員 桑
くわ

 原
はら

 了
りょう

 一
いち

 男 県立大笹生養護学校高等部２年 
 団 員 直

なお
 井

い
 風

ふう
 子

こ
 女 東日本国際大学附属昌平高等学校高等部２年 

 団 員 藤
ふじ

 島
しま

   卓
すぐる

 男 県立あぶくま養護学校高等部３年 

【総括責任者・引率・事務局】   
 役 職 氏   名 性別 所属等 
 総括責任者 佐

さ
 賀

が
   勝

まさる
 男 生活環境部人権男女共生グループ主幹 

 引 率 大
おお

 友
とも

 陽
よう

 子
こ

 女 県立平養護学校教諭 
 事務局 上

あが
 妻

つま
   弘

ひろし
 男 教育庁特別支援教育グループ指導主事 

 事務局 鈴
すず

 木
き

 裕
ひろ

 幸
ゆき

 男 生活環境部人権男女共生グループ主査 

第1回事前研修カリキュラム
 時間 ７月８日（土） 時間 ７月９日（日） 
 9:30 受付 8:00 起床、朝食 
 10:00 開講式、オリエンテーション 9:00
   ・ あいさつ（特別支援教育グループ参事 

渡邊 世子)   
 
「日本における特殊教育の現状について」 

    ・事務局職員紹介    特別教育支援グループ
    ・一般団員候補者紹介     指導主事 上妻 弘
    ・日程説明     
 10:30 講話「研修参加にあたって」 9:50 （休憩） 
    人権男女共生グループ 10:00 「支援の在り方についての理解」 
     主幹 佐賀  勝    発表者 
 11:00 （休憩）     成人団員   村松    禎
 11:10 「ふくしま型ＵＤについて」     学生団員   江連 香織
    人権男女共生グループ     
     主幹 佐賀  勝 10:50 （休憩） 
 12:00 （昼食） 11:00
 13:00 演習１ 班別研修   「候補地の具体的な情報等について」 
    ・班編成    人権男女共生グループ
    ・自己紹介     主査 舟山  真吾
    ・各自の研修テーマの発表     
     （多様な考え方を理解する） 12:00 （昼食）※ＶＴＲ鑑賞 
    ・役割の決定 13:00 演習２ 班別研修 
 13:50 （休憩）    ・研修プランの検討 
 14:00    ・視察に関する要望他 
   「平成 17 年度うつくしま県民の翼に参加して」 14:20 （休憩） 
   平成 17年度うつくしま県民の翼ＵＤ研修コース 14:30 演習２ 班別研修 
     副団長 菅野 真由美    ・研修プランの検討 
 14:50 （休憩）    ・視察に関する要望 
 15:00    ・まとめ 
   「渡航準備等に関する留意事項について」      
    人権男女共生グループ 15:30 事務連絡等 
     主査 鈴木 裕幸    ・次回研修会までの課題他 
 15:50 （休憩）   
 16:00 「疑似体験」   「訪問先での視察テーマや質疑事項について」
    特別教育支援グループ 16:00 解散 
     指導主事 上妻 弘     
 17:30 （休憩）     
 18:00 夕食 レストラン「未来」     
 19:00 交流会  ※7/8(土)19：00～交流会 
 20:00 自由行動   自己紹介、VTR鑑賞、意見交換等 
 21:00 （就寝）   ※本の貸出 
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     主査 鈴木 裕幸    ・次回研修会までの課題他 
 15:50 （休憩）   
 16:00 「疑似体験」   「訪問先での視察テーマや質疑事項について」
    特別教育支援グループ 16:00 解散 
     指導主事 上妻 弘     
 17:30 （休憩）     
 18:00 夕食 レストラン「未来」     
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第2回事前研修カリキュラム
 時間 ８月５日（土） 時間 ８月６日（日） 
 9:45 受付 8:00 起床、朝食 
 10:00 オリエンテーション 9:00
    ・あいさつ   
 10:15   
     
     

「現時点での研修プランや候補地の 
具体的な情報等について」 
 
 近畿日本ツーリスト（株）福島支店

   課長 江橋 秀久
   

講話 
「欧米におけるユニバーサルデザインの
現状について」 9:50 （休憩） 

       （株）ユーディット 10:00 演習１ 班別研修 
     代表取締役 関根 千佳   
 11:40 事務局からの説明 

 ・日程説明 
  ・訪問先での視察テーマや質疑 

事項の検討 

 12:00 （昼食）     
 13:00 演習１ 班別研修 11:20 （休憩） 
   11:30 演習２ 全体研修 
     
   

前回の課題「訪問先での視察テーマや質疑
事項について」の報告、意見交換   

・訪問先での視察テーマや質疑事 
 項の発表他 

 14:00 （休憩）     
 14:10 12:00 （昼食） 
   「渡航準備等に関する留意事項について」 13:00 「事務局からの連絡事項について」 
    近畿日本ツーリスト（株）福島支店    ・今後のスケジュール 
      課長 江橋 秀久    ・県との意見交換会 
 16:10 （休憩）    ・成果発表フォーラム 
 16:20    ・報告書の発行 
   

「県内におけるユニバーサルデザインへ
の取組みについて」    人権男女共生グループ

    人権男女共生グループ     主査 鈴木 裕幸
     主査 鈴木 裕幸 13:45 （後片付け、会場設営） 
 17:00 （休憩） 14:15 閉講式 
 18:00 夕食 レストラン「未来」 14:20 結団式リハーサル 
 19:00 交流会 15:00 結団式 
 20:00 自由行動    ① 開会 
 21:00 （就寝）    ② 団員証交付 
        ③ 壮行のことば 
  ※8/5(土)19：00～交流会    ④ 団員決意のことば 
   意見交換、ＶＴＲ鑑賞等    ⑤ 閉会 
         
     15:30 解散 

 

米国視察研修日程 
月日（曜） 現地時間 行程・訪問先等 研修内容等 

7:15 福島発 貸切バスにて成田空港へ 
15:55 成田空港発 空路、ボストンへ（デトロイト乗り継ぎ） 9 月 16 日 

(土） 19:00 ボストン着 到着後、ホテルへ 
9:30 ボストンコモン（米国最古の公園） 

  ビーコンヒルの高級住宅街 
  マサチューセッツ州議事堂 

・ＵＤの視点からの街並み散策 

10:30 ニューイングランド水族館  
  コロンブス・ウォーターフロント公園  

12:00 クインシーマーケット ・昼食 
13:50 ハーバード大学  

9 月 17 日 
(日） 

15:30 ボストン美術館  
10:20 ボストン市役所 ・都市開発計画（ｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄ）について 

    ・水力交通機関のﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝについて  
12:00 クインシーマーケット ・昼食買出し 

9 月 18 日 
(月） 

13:00 ハーバー・アイランド（スペクタクル・アイランド） ・島の計画的埋め立ての視察 
9:00 アダプティブ・エンバイロメンツ ・バレリー・フレッチャー所長の講演 

    ・アメリカの統合教育に関するビデオ鑑賞  
    ・公正住宅法についての講義 

14:15 シティー・スクエア公園  
  チャールズタウン・ネイビーヤード  

15:30 スポルディング・リハビリテーション病院 ・スポーツによるリハビリテーションの説明
    ・障がい者のリハビリに関する考え方や 

社会復帰プログラムについて 
    ・病院における障がい者雇用について 

9 月 19 日 
(火） 

17:50 地下鉄（ｵﾚﾝｼﾞﾗｲﾝ）の体験乗車   
9:30 ボストン公共放送ＷＧＢＨ ・聴覚障がい者対応として・・字幕放送 

    ・視覚障がい者対応・・副音声放送 
    ・リアルタイム字幕表示の実演 

12:00 ハーバード大学ビジネススクール  
14:00 トーマス・クレーン公共図書館 ・既存の建物と新しいものの融合 

    ・ｺﾐｭﾆﾃｨとしての役割を兼ねた各種ｻｰﾋﾞｽ 

9 月 20 日 
(水） 

16:00 コンベンションセンター・連邦裁判所ﾋﾞﾙ  ・ウォーターフロント再開発状況 
10:00 パトリック・オーハンズ小学校 ・インクルージョン（全校生徒の３３％が 

障がい児）の実際 
    ・授業参観(３グループに分かれて） 
    ・専門指導員、担任、保護者との懇談 
    ・児童との給食時の懇談 
  コープリィ・スクェア   

9 月 21 日 
(木） 

  クインシーマーケット   
12:32 ボストン発 空路、帰国の途へ（デトロイト乗り継ぎ） 9 月 22 日 

(金）       
17:12 成田空港着   
18:35   貸切バスにて福島へ 9 月 23 日 

(土） 23:55 福島着・解散   
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視察先等の担当者一覧 
視察先 

 
担当者 役職等 

□ボストン市役所 
(City of Boston Officials) 

□ハーバー・アイランド 
(スペクタクル・アイランド)  
（Spectacle Island） 

Stephen J.Spinetto 
Juanita E.Mincey 
Christopher Hart 
Shigeki Inoue 

Commission for Persons with Disabilities : Commissioner 
Disability Program Specialist 
Adaptive Environments : Project Coordinator 
Adaptive Environments : Fellow / Japanese Media Liaison 

□アダプティブ・エンバイロメンツ 
(Adaptive Environments) 
 

Valerie Fletcher 
Shigeki Inoue 
Barbara Chandler 
 

Executive Director 
Fellow / Japanese Media Liaison 
Project Director 
 

□シティー・スクエア公園 
(City Square (National Park Service)) 

□チャールズタウン・ネイビーヤード 
(Charlestown Navy Yard) 

 

Christopher Hart 
Shigeki Inoue 
Barbara Chandler  

Adaptive Environments: Project Coordinator 
Adaptive Environments : Fellow / Japanese Media Liaison 
Adaptive Environments: Project Director 
 

□スポルディング・リハビリテーション病院 
(Spaulding Rehabilitation Hospital Network ) 

Bobbi Delaney 
Sandra Villante 
Judy Waterston 
Oswald Mondejar 
Valerie Fletcher 
Christopher Hart 
Shigeki Inoue 

Physical Therapist 
Recreation Therapist   
President / CEO  
Vice President of Human Resources 
Adaptive Environments: Executive Director 
Adaptive Environments: Project Coordinator 
Adaptive Environments : Fellow / Japanese Media Liaison 
 

□地下鉄（オレンジライン）の体験乗車 
(Massachusetts Bay 
Transportation Authority / Orange Line) 

□ハーバード大学ビジネススクール 
(Harvard Business School) 

 

Shigeki Inoue Adaptive Environments : Fellow / Japanese Media Liaison 
 

□ボストン公共放送ＷＧＢＨ 
(WGBH Public Radio & Television Station) 

 

Tom Aponte 
Barbara Chandler 
Shigeki Inoue 

Director of Operations 
Adaptive Environments:Project Director 
Adaptive Environments : Fellow / Japanese Media Liaison 
 

□トーマス・クレーン公共図書館 
(Thomas Crane Public Library) 

 

Ann Mclaughlin 
Shigeki Inoue 

Director 
Adaptive Environments : Fellow / Japanese Media Liaison 
 

□パトリック・オーハンズ小学校 
(Patrick O’Hearn Elementary School) 

 

Bill Henderson 
Valerie Fletcher 
Shigeki Inoue 
 

Principal 
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● ボストンコモン（BOSTON COMMON） 

ボストンコモン（Boston Common）は、ボストン市
の中心部にある公園で、1634 年に造られたアメリカ
最古の都市公園である。トレモント、パーク、チャー
ルズ、ボイルストンの各通りに囲まれ、面積は 20.2
万 m²。ボストン・パブリック・ガーデンと隣接する。 

独立戦争まではイギリス軍のキャンプとして利用
されていた。独立戦争の始まりであるレキシントン・
コンコードの戦いは、ここから出発したイギリス兵に
よって火蓋が切られた。その後 1830 年までは牛が
放牧される牧草地帯となっていた。また、1817 年までは一部処刑場としても使
われていた。 

今日では公園としてボストン市民や観光客に親
しまれており、公式・非公式の様々な集まりに利
用されている。コンサートやソフトボール大会など
が開かれるほか、冬季は園内のフロッグ池でアイ
ススケートも楽しめる。 この公園で演説を行った
著名人には、マーティン・ルーサー・キング、ヨハ

ネ・パウロ 2 世などがいる。 
また、ボストンコモンに隣接するボストン・パブリック・ガーデン付近は 1830 年

に埋め立てられた地区であり、パブリックガーデンが完成したのが 1837 年とな
っている。 

このボストンコモンおよび、ボストン・パブリック・ガーデンは、平坦になるよう
に配慮されており、勾配をつける場合は、折り返しのスロープにする事で緩や
かな勾配にされており、車椅子利用者などにとっても利用しやすいような配慮
が感じられた。 

また、隣接するビーコンヒル地区周辺の建物が文化財の指定を受けており、
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建物を壊し駐車場を作ることができないために、ボストンコモンとボストン・パブ
リック・ガーデンは地下 3 階の駐車場になっている。 

さらに、この地下駐車場には、エレベーターが設置されていて、各階のエレ
ベーター付近は、障がいを持つ人たちのための駐車スペースが確保されている。 

また、この地区一帯は観光の面からも脚光を浴
びており、フリーダムトレイルと言われる独立戦争
時代の史跡をめぐる全長 5 キロ弱の観光ルートが
通るほか、ボストンダックツアーと言われる旧アメ
リカ海軍から払い下げを受けた上陸用舟艇に乗っ
た周遊観光も経由する。 
私たちが訪れたときは、公園内の球技場で野球が行われていたり、散歩す

る人々がのんびりと過ごす「憩いの場」として利用されていた。 
 

● ビーコンヒル（Beacon Hill） 
ビーコンヒルは、ボストンコモンとボストン・パ

ブリック・ガーデンの北に隣接しており、イギリ
スのロンドンに似た町並み。ニューイングラン
ド風といわれる古いレンガ造りの家が立ち並
ぶ富裕層の住宅地である。道路や歩道は、レ
ンガや石畳となっており、街灯は 1800 年代の
ガス灯がそのままに残っており、アメリカ最古
の町並みという感じがした。 

このビーコンヒルという地名は、1620 年頃の植民地争いをしていた時代に、
領地に危険が迫った事を知らせる手段として、この丘の頂上で狼煙を焚いて
いたことに由来するといわれている。 

この近辺の建物は、すべてニューイングランド風と言われるイギリスを模した
建物で、かつては帆船で 1700 年代に渡って来た白人プロテスタントが正統派
だとする考え方があり、そうした正統派にとっては、ニューイングランド風の建
物に住むことがステイタスとされていた。 

この地域は、植民地時代から貿易商などのかなりの
富裕層が住んでいたとされており、現在においてもボス
トン市内での最高級住宅街とされており、今回歩いた中
では、2004 年の大統領選挙に出馬した民主党の上院
議員、総資産額 10 億ドルと推測されるジョン・ケリー氏
の自宅が見受けられた。 ジョン・ケリー上院議員の自宅

ビーコンヒルの周辺には、マサチューセッツ州議会議事
堂がある。この州議会議事堂は 1798 年にチャールズ・ブ
ルフィンチの設計で建てられた由緒ある公共建築物であ
り、他の州の議会議事堂のモデルにもなった建物。庁舎
の入り口には、州議会議員としてここで活躍した後に、第
35 代アメリカ合衆国大統領となった J・F・ケネデイの像が
建てられている。 

また、州議会議事堂の前にはアメリカの南北戦争の時
代に始めて組織された黒人だけによるチームの「ショー・第 54 連隊記念碑」が
ある。これら州議会議事堂周辺にも独立戦争時代の史跡があり、フリーダムト
レイルの中に組み込まれている。 

そんなビーコンヒルの一角で、最も印象に残ったのは
A.Corn ストリートと呼ばれる私道で、裕福な貿易商が集
まるビーコンヒルの中でも、最も裕福な階級の人たちが
住んでいたといわれる地区で、そこには 1700 年代の馬
車道として使用されていた石畳がそのまま残っていた。 
 このビーコンヒルは、アメリカ発祥の地 ボストンの中
でも、特に歴史的な重要文化財が多く、それらを保存す
るという考え方からも、建て替えや大掛かりな建物の改
造などはできない為に、障がいを持つ人に対する配慮と
いうものは、まったくされていなかっ
た。今回の視察時にも、古いレンガ
や石畳はデコボコしていて、車椅子
での移動には振動が大きく不向き
だと感じた。 

ボストンでも、文化財保護が障害
者法（ADA法）よりも優先されること
が分かったわけだが、人々が暮ら
す町自体が文化財となっているこ
とには驚いた。 
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マサチューセッツ州議会議事堂 
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 ニューイングランド水族館   
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ニューイングランド水族館は、週末になると大勢の人で賑わうボストンのウォ

ーターフロント再開発エリアに位置しているユニークな展示方法で有名な水族
館。環境に対してもっと敏感になり知識を深めてもらうために、地元のボストン
湾に生息するものから、珍しいアマゾン川の魚まで、２０００種類以上、６０００

匹以上の海の生物が集められている。また、福
島県ではおなじみのアクアマリンふくしまのモデ
ルとなった水族館でもあり、ニューイングランド水
族館での特徴ある取り組みは国境を越えて注目
されていると言える。 

一階のメイン・フロアから入って、最初に目に
するのは、円筒上の深さ７ｍの「ジャイアント・オ
ーシャン・タンク」。４階部分まで突き抜けるように
立っていて、周囲の長さは約１２ｍ、というその名
の通り巨大な水槽。順路はタンクの回りにらせん
状にあるので、様々な角度から見学出来るように
なっていた。 

 
����� 

工夫された展示方法が随所に見られ、ＵＤが様々な所に取り入れられてい
ると感じた。 
● 館内は緩やかなスロープとなっていて、最

上階を除いて全て車椅子で移動可能だっ
た。足腰が悪い方でも負担がかからずに
観覧できるようになっていた。 

 
 
 
 

● 背が小さい子供でも水槽
を見られるように、水槽の
下に棒を取り付け、上れる
ようになっていた。 

● 壁の一部も下までガラス
張りになっていて、車椅子
の方や子供への配慮がさ
れていた。 

● アメリカの川魚コーナーには、さわれる展示があり、
ヒトデ、ヤドカリ、巻き貝、カブトガニ等に実際に手
で触れることが出来た。その展示の側には小さな
子供の身長専用の水槽もあった。 

● 階段の手すりの終わりが３０㎝ほど長めに作られ
ていて、階段の終わりを分かりやすくしたり、転倒
防止の役目を果たしたりしていた。 

● 館内だけでなく外にも水槽があり、外にいる内から
水族館の気分を味わうことができ、開かれている
印象を受けた。 

● 併設されているサイモンズアイマックス映画館では
音声説明が受けられるようになっていた。また手話
のサービスも月の第１日曜日に行われていた。 

 
������
● 館内が全体的に暗く、足下や魚の説明書きが見にくかった。 
● 音声説明が無かった。 
● 点字が無かった。 
ニューイングランド水族館には「もっと環境に敏感になってほしい」というテー

マがあった。パンフレットにも「海をきれいに保って海の生物を守りましょう」等と
書いてあった。しかし全て英語なので、外国からの観光客にはそれが伝わりに
くい。他の言語のパンフレットを用意したり、もっとテーマを分かりやすく表示し
たりするなどの工夫が欲しかった。 
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● 館内が全体的に暗く、足下や魚の説明書きが見にくかった。 
● 音声説明が無かった。 
● 点字が無かった。 

ニューイングランド水族館には「もっと環境に敏感になってほしい」というテー
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くい。他の言語のパンフレットを用意したり、もっとテーマを分かりやすく表示し
たりするなどの工夫が欲しかった。 
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1. アクアマリンふくしまがニューイングランド水族館をモデルとしているので、

海の生き物を触れるコーナーなどは福島でも取り入れられている。 
2. 音声解説や点字をもっと充実させてアクセシビリティの向上を目指す。 
3. 建物は全ての場を車椅子でも行けるようにする。 

どんな人でも楽しめるように水族館の味わい方、周り方のバリエーションを
増やす。例えばニューイングランド水族館ではパンフレットにスタンプが押せる
ようになっていて、館内各地にあるスタンプを探すアトラクション感覚の楽しみ
もあった。他にも館外にアザラシの水槽がおかれていて、道行く人の誰もが水
族館に入らなくても気軽に水族館の雰囲気を味わうことが出来るようになって
いた。そのようなちょっとした展示方法の工夫など、他にもたくさんニューイング
ランド水族館から学べると思う。誰でも制限されることなく様々なことに取り組め
る態勢をつくって欲しい。 

 
 

視察先別レポート No,3 
  
 ク イ ン シ ー マ ー ケ ッ ト    
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クインシーマーケットの歴史は大変

古く、1700 年代～1800 年代までのマ
ーケットの中心を果たした食肉売り場
の建物が、マーケット近辺に現存して
います。 

また、現在のマーケットは、１８２６年
に誕生して以来、１５０年に渡って食料
品などの小売りと卸売りの分配センタ
ーとして機能していました。 

現在は、日常の生鮮食品だけでなく、地元ボストンのグッズ、特にボストンレ
ッドソックスや、ハーバード大学のグッズなどを取り揃えた土産物屋が多かった。
また、レストラン、惣菜屋、ブティック、ギフトセンター、ファーストフード店など、
様々な店が建ち並び、手押し車の行商人や大道芸人がお祭りのような雰囲気

を添えています。 
１９６４年からの再開発事業によっ

て、今ではボストンでもっとも活気の
ある場所へとよみがえりました。 

今回の視察で、私たちは数回この
クインシーマーケットを訪れましたが、
いつ来ても買い物客や観光客で賑わ
っていました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考になった点は、町全体に歩道と車道を隔てるものや段差が一切ないと
いうことです。人の出入りが多く賑わいのある町としては、どんな人でも移動し
やすいと思います。 

改善してほしいところと言
えば、段差や障害物はない
ものの地面が石畳みであっ
たり、道幅が狭かったりする
ため、車椅子やお年寄りは
少々歩きにくいのではない
かと思います。また、歩道と
車道を隔てるものがない分、
逆に日本人にとっては歩き
にくいとも感じました。 
 
 

14

視察先別レポート 視察先別レポート



������� ���������� 
1. アクアマリンふくしまがニューイングランド水族館をモデルとしているので、

海の生き物を触れるコーナーなどは福島でも取り入れられている。 
2. 音声解説や点字をもっと充実させてアクセシビリティの向上を目指す。 
3. 建物は全ての場を車椅子でも行けるようにする。 

どんな人でも楽しめるように水族館の味わい方、周り方のバリエーションを
増やす。例えばニューイングランド水族館ではパンフレットにスタンプが押せる
ようになっていて、館内各地にあるスタンプを探すアトラクション感覚の楽しみ
もあった。他にも館外にアザラシの水槽がおかれていて、道行く人の誰もが水
族館に入らなくても気軽に水族館の雰囲気を味わうことが出来るようになって
いた。そのようなちょっとした展示方法の工夫など、他にもたくさんニューイング
ランド水族館から学べると思う。誰でも制限されることなく様々なことに取り組め
る態勢をつくって欲しい。 

 
 

視察先別レポート No,3 
  
 ク イ ン シ ー マ ー ケ ッ ト    

 
������ ��   

 
クインシーマーケットの歴史は大変

古く、1700 年代～1800 年代までのマ
ーケットの中心を果たした食肉売り場
の建物が、マーケット近辺に現存して
います。 

また、現在のマーケットは、１８２６年
に誕生して以来、１５０年に渡って食料
品などの小売りと卸売りの分配センタ
ーとして機能していました。 

現在は、日常の生鮮食品だけでなく、地元ボストンのグッズ、特にボストンレ
ッドソックスや、ハーバード大学のグッズなどを取り揃えた土産物屋が多かった。
また、レストラン、惣菜屋、ブティック、ギフトセンター、ファーストフード店など、
様々な店が建ち並び、手押し車の行商人や大道芸人がお祭りのような雰囲気

を添えています。 
１９６４年からの再開発事業によっ

て、今ではボストンでもっとも活気の
ある場所へとよみがえりました。 

今回の視察で、私たちは数回この
クインシーマーケットを訪れましたが、
いつ来ても買い物客や観光客で賑わ
っていました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考になった点は、町全体に歩道と車道を隔てるものや段差が一切ないと
いうことです。人の出入りが多く賑わいのある町としては、どんな人でも移動し
やすいと思います。 

改善してほしいところと言
えば、段差や障害物はない
ものの地面が石畳みであっ
たり、道幅が狭かったりする
ため、車椅子やお年寄りは
少々歩きにくいのではない
かと思います。また、歩道と
車道を隔てるものがない分、
逆に日本人にとっては歩き
にくいとも感じました。 
 
 

15

視察先別レポート 視察先別レポート



視察先別レポート No,4 
  

 ボ ス ト ン 美 術 館    
   

       ������ ��   
 
 

ボストン美術館（Museum of Fine Arts,Boston）はボス
トン市内にある大きな美術館です。 

美術館の中には、アメリカやヨーロッパの大きな絵画、
エジプトの像、日本や中国など東洋の美術品が数多く
ありました。絵や彫刻のほかに、家具や食器なども展
示されていました。特にエジプトの彫刻像は、大きくて
力強く堂々としていた様子に驚き、思わずじっと見つめ
てしまいました。また、日本のものは、阿修羅像などの
仏像や浮世絵をはじめとして、階段を日本のお寺を模
した一画などもありました。 
１．気づいた点 
● 世界の多くの国の大切な美術品を観ることができる。 
● 車いす用のエレベーターがあって、いつでも使える。 
● 月曜日から日曜日まで毎日開いている。特に水曜日から金曜日までは、夜

の 9 時 45 分まで開いているので、遅い時間でも見に行くことができる。 
● 入り口にタッチパネルがあった。 
● 館内は広くて、歩きやすかった。 
● すべての洗面所やエレベーターは車椅子で利用できる。 

２．福島県でこれからできること 
● 車椅子の人でも入りやすい入り口を作ってほしい。 
● 夜遅くまで開いていると便利だと思う。 

   

視察先別レポート No,5 
 ボ ス ト ン 市 役 所  
 スペクタクル・アイランド   
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ボストン市役所は、ボストン市街の中心部に位置し、クインシー・マーケット
に隣接している。 

その庁舎の外観は、ボストン市内では珍しいコンクリート打ちっぱなしの巨
大な建物で、何とも味気ないものだった。 

また市役所前のシティホール広場は、他の緑に囲ま
れた美しい公園と異なり、レンガの敷き詰められた、何
の変哲もない広場で活気もないために、かえって殺風
景で物悲しさを覚えた。 
正直、「歴史の街ボストン」の顔でもある市役所に行くことを楽しみにしてい

た私にとっては、少々がっかりするものだった。 
まず最初に驚いたのは、庁舎入り口の自動ドアを入った直後、屈強なガード

マンが数名入り口に立っており、金属探知機による持ち物検査を受けたことだ
った。さすが、アメリカ。テロ等の対策として最低限のセキュリティは行っている
ようで、平和ボケした日本との温度差を感じた。 

次に私たちを感動さ
せたのは、大きな部屋
に通されたとき。１０ｍ
四方はありそうな会議
室の中央に置かれた、
現在進行中のウォータ
ーフロント再開発につい
ての巨大な模型だった。 

私たちを案内してくれたステファン・スピネット氏の説明によれば、ボストン市
内は旧来埋め立てを繰り返して現在の地形になっており、さらに今回の再開発
により、新しい美術館やコンベンションホールなど、様々な文化・情報を世界に
発信することができる新たな施設も増え、衰退した都市機能を蘇らせるものと
して期待されていると話していた。 
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●セントラルアーテレイ（中央幹線）・第３トンネルプロジェクト 
1982 年から始まったこのプロジェクトは、ボストン市街地の中心を通る高架

線の 93 号線という高速道路を地下に埋めるものである。では、なぜ高速道を
地中化するのか。理由は下記のようなものが挙げられる。 

これらの課題を解決するために巨大な穴掘り工事をしているので、ボストン
でのニックネームは「Big Dig（巨大な穴掘り）」と言われています。そう考えると、
現在東京の日本橋で、首都高によって失われた青空を取り戻そうと、首都高地
中化を訴える運動とよく似ているのかも知れないと感じた。 

事前研修にて、この1.7兆円を超える巨大な再開発計画について、ごくごく簡
単なレクチャーを受けていたが、その模型を見て金額もさることながら、その範
囲と規模の大きさに唖然としてしまった。みなとみらい 21 地区や汐留など、日
本での大型都市開発に間近に接してきた私でさえ、その規模に絶句したのだ
から、団員の高校生にとっては、おそらく想像できない規模だったと思う。 

1991年9月に開始された工事も、一部供用開始されるなど、いよいよ完成が
近づきつつあり、地中化されることによりオープンスペースとなる土地の利活用
方法について、市民からの意見を集約する「パブリック・インボルブメント（ＰＩ）
方式」で検討する取り組みが行われている。 
 
●水辺の UD 

ウォーターフロント整備の一環として進められているのが、港湾でのユニバ
ーサルデザイン。特に乗船時のアクセシビリティについて重要視されていた。 

これは、大小様々な島を持つボストン湾に囲まれた立地と、世界最大規模
の大型豪華客船まで停泊する港町であること
など、船で移動する機会が非常に多いことか
ら、必要に迫られ対応していったことと推測さ
れる。 
特に面白いと感じたのは、船から陸へ下り

る際の浮き桟橋（スロープ）が、勾配の急なも
のと緩やかなものが 1 セットとなっていること
だった。 

・ 1950 年代に作られたもので老朽化が進んでいる。 
・ 建築当時の交通量を大幅に超えた為に交通渋滞が多発する。 
・ 交通渋滞に伴う公害・騒音問題が深刻化している。 
・ 中心市街地とウォーターフロントを「分断」している。 

一見、何故このような事をするのかと理解に苦しんだが、スピネット氏の説
明によれば、ボストン湾内の潮の満ち引きに
よる海面の高低差は５ｍ近くなることもあり、
浮き桟橋の勾配が非常に急になってしまうと
の理由から、満潮時・干潮時に合わせて勾配
の違う浮き桟橋を使用するとのことだった。 

また、浮き桟橋など使用できない小型船へ
の乗降時には、少々急な勾配になってしまう
が、簡易なスロープも準備されていた。 
●スペクタル・アイランド 

先にも述べたとおり、ボストン湾には大小様々な
島が存在する。例えば、世界最大規模の汚水浄化
施設の聳え立つディア・アイランドや、フォートウォ－
レンの砦が名所として知られるジョージ島など、30 を
超える。 

今回、私たちは、スペクタク
ル・アイランドを訪問した。この
島は、かつてはゴミ捨て場、伝
染病の隔離病院、馬の処分施設として利用されていた経
緯を持ち、深刻な環境汚染の原因となったために、汚染の
封じ込めが行われた。 

汚染除去の際に、ボストン市街地の高速道路地中化工事から排出される残
土が大量に持ち込まれ、元は鉄アレイ型の島の形がそら豆型に変形して言っ
た。 
現在のスペクタル・アイランドは、なだらかな丘陵

地帯となっており、介助の人がついていれば車椅
子でも十分回って歩ける状態になっていた。 

このボストン湾の水質について、かつては全米
でも指折りと言われる程、汚染が進んでいるという
汚点を残した。そこでこの汚点解消のために、ボス
トン市内の汚水処理能力向上を目的として、ディ
ア・アイランドに超大型の卵形汚水処理プラントを
建設したり、スペクタクル・アイランドの土壌汚染対
策を行うなど、多額の費用を投入し海洋汚染防止
に努めた結果、浄化が進んできたと言われている。 

18

視察先別レポート 視察先別レポート



●セントラルアーテレイ（中央幹線）・第３トンネルプロジェクト 
1982 年から始まったこのプロジェクトは、ボストン市街地の中心を通る高架

線の 93 号線という高速道路を地下に埋めるものである。では、なぜ高速道を
地中化するのか。理由は下記のようなものが挙げられる。 

これらの課題を解決するために巨大な穴掘り工事をしているので、ボストン
でのニックネームは「Big Dig（巨大な穴掘り）」と言われています。そう考えると、
現在東京の日本橋で、首都高によって失われた青空を取り戻そうと、首都高地
中化を訴える運動とよく似ているのかも知れないと感じた。 

事前研修にて、この1.7兆円を超える巨大な再開発計画について、ごくごく簡
単なレクチャーを受けていたが、その模型を見て金額もさることながら、その範
囲と規模の大きさに唖然としてしまった。みなとみらい 21 地区や汐留など、日
本での大型都市開発に間近に接してきた私でさえ、その規模に絶句したのだ
から、団員の高校生にとっては、おそらく想像できない規模だったと思う。 

1991年9月に開始された工事も、一部供用開始されるなど、いよいよ完成が
近づきつつあり、地中化されることによりオープンスペースとなる土地の利活用
方法について、市民からの意見を集約する「パブリック・インボルブメント（ＰＩ）
方式」で検討する取り組みが行われている。 
 
●水辺の UD 

ウォーターフロント整備の一環として進められているのが、港湾でのユニバ
ーサルデザイン。特に乗船時のアクセシビリティについて重要視されていた。 

これは、大小様々な島を持つボストン湾に囲まれた立地と、世界最大規模
の大型豪華客船まで停泊する港町であること
など、船で移動する機会が非常に多いことか
ら、必要に迫られ対応していったことと推測さ
れる。 
特に面白いと感じたのは、船から陸へ下り

る際の浮き桟橋（スロープ）が、勾配の急なも
のと緩やかなものが 1 セットとなっていること
だった。 

・ 1950 年代に作られたもので老朽化が進んでいる。 
・ 建築当時の交通量を大幅に超えた為に交通渋滞が多発する。 
・ 交通渋滞に伴う公害・騒音問題が深刻化している。 
・ 中心市街地とウォーターフロントを「分断」している。 

一見、何故このような事をするのかと理解に苦しんだが、スピネット氏の説
明によれば、ボストン湾内の潮の満ち引きに
よる海面の高低差は５ｍ近くなることもあり、
浮き桟橋の勾配が非常に急になってしまうと
の理由から、満潮時・干潮時に合わせて勾配
の違う浮き桟橋を使用するとのことだった。 

また、浮き桟橋など使用できない小型船へ
の乗降時には、少々急な勾配になってしまう
が、簡易なスロープも準備されていた。 
●スペクタル・アイランド 

先にも述べたとおり、ボストン湾には大小様々な
島が存在する。例えば、世界最大規模の汚水浄化
施設の聳え立つディア・アイランドや、フォートウォ－
レンの砦が名所として知られるジョージ島など、30 を
超える。 

今回、私たちは、スペクタク
ル・アイランドを訪問した。この
島は、かつてはゴミ捨て場、伝
染病の隔離病院、馬の処分施設として利用されていた経
緯を持ち、深刻な環境汚染の原因となったために、汚染の
封じ込めが行われた。 

汚染除去の際に、ボストン市街地の高速道路地中化工事から排出される残
土が大量に持ち込まれ、元は鉄アレイ型の島の形がそら豆型に変形して言っ
た。 

現在のスペクタル・アイランドは、なだらかな丘陵
地帯となっており、介助の人がついていれば車椅
子でも十分回って歩ける状態になっていた。 

このボストン湾の水質について、かつては全米
でも指折りと言われる程、汚染が進んでいるという
汚点を残した。そこでこの汚点解消のために、ボス
トン市内の汚水処理能力向上を目的として、ディ
ア・アイランドに超大型の卵形汚水処理プラントを
建設したり、スペクタクル・アイランドの土壌汚染対
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に努めた結果、浄化が進んできたと言われている。 
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ボストン滞在３日目、私たちはアダプティブ・エンバイロメンツへと向かった。 
このアダプティブ・エンバイロメンツ訪問は事前研修時から、今回の研修での

最も重要な視察先の 1 つとして位置づけられており、事実としてユニバーサル
デザインの実践的な知識を身につけようとする私たちに、より多くの気づきと勇
気を与えてくれ、この研修を真の意味で実りあるものとしてくれた。 

お調子者の私などが、この重要なセクションの報告書を書いても良いのか、
未だに悩んでいるが、このアダプティブとの出会いについて書いてみたい。 

 
● アダプティブ・エンバイロメンツとは 

アダプティブ・エンバイロメンツ（以下アダプティブと略す）は、1978 年に設立
された、障がい者と高齢者のためのデザインを研究する NGO である。その活
動範囲は、狭い地域から国際社会について、都市計画から情報化についてま
で、非常に広範かつ多岐にわたっている。 

1998 年から「21 世紀へのデザイン学会」を補佐、2000 年に横浜で開催され
たＵＤ学会を「国際ユニバーサルデザイン協議会（IAUD）」と共同でホストを務
め、我々の研修の数週間後に京都で行われるユニバーサルデザインの国際
会議のホストを行うなど、近年目覚しい活動を行っている。 

私たちが訪問した時は、旧事務所からポートランド通りに面する新しい事務
所に引越しをしたばかりの状態で、
広々としたオフィスの中は、様々な段ボ
ール箱が積み上げられ、屋内の電気工
事や内装工事の真っ只中であった。 

非常に忙しい中での視察訪問であっ
たのに、スタッフの方々は、私たちを熱
烈歓迎してくれ、重要視察先ということ
で、多少緊張していた私たちを和ませ
てくれた。 

● アダプティブの取り組み 
アダプティブでは、マサチューセッツ州を含む 6 つの州からなるニューイング

ランド地方での、アメリカ障害者法（ADA 法）についての様々な取り組み、公正
住宅についての相談窓口としての活動や、ユニバーサルデザイン（以下 UD と
略す）の普及についての様々な取り組みを行っている。 

上に挙げたのは、私たちが視察した際に説明があった取り組みの一部であり、
アダプティブのホームページを見ると有償でのコンサルティング等も行っている。
（http://www.adaptiveenvironments.org/） 

今回オフィスを引っ越したことも、こ
れらの様々な業務を行うのに手狭に
なったためと言う。 

アダプティブの新オフィスは 2006 年
内に完成を目指しており、今から展示
に関する様々なアイデアや、企画展示
の内容についてなど計画しているとの
ことだった。 

余談だが、「トイレの便器は是非
TOTO の UD に配慮された新製品に交換したい。」（バレリー・フレッチャー所長
談）など、冗談交じりに日本企業の UD の取り組みについて、高い評価をしてい
た。 

また、情報の提供と言うことについては、たくさんの出版物の刊行を行ってお
り、これらを電子化しオンラインで無償で利用できるようにしたい。また、刊行し
て普及するまでの時間がもったいないために、オンライン化を進めている。い
つでもどこでも、誰でも無償で見ることが出来るということを考えている。 

さらに、現在のアダプティブのウェブサイトは英語と一部スペイン語などの言
語でしか見ることができないが、将来的には日本語のウェブサイトを公開した
いと意欲的だった。 

① UD・ADA法・教育についての資料の展示・閲覧、相談の受付。 
② 全米からの住宅へのアクセシビリティについての相談。 
③ 外部からの研究者の活動の場の提供。 
④ UD についての製品の展示（当然日本製品も展示するという。） 
⑤ UD についての書籍や製品の販売ショップの設置・運営。 
⑥ UD についての様々な事例イメージの展示。 
⑦ ウェブ上での UD についての情報提供。 
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● アダプティブの提案する UD 
アダプティブに到着してやや暫くの雑談の後、バレリー

所長から UD についてのレクチャーを受けることになった。 
冒頭に、「福島県は高齢化ということだけでなく、同時に

障がいを持った人たちに対する取り組みも重要であると
いう認識の下、さまざまな活動に取り組んでいる、日本の
中でも数少ない都道府県の一つであることに敬意を表す
る。」とお褒めの言葉をいただいた後に、レクチャーが始
まった。 
以下、レクチャーの内容を、下のとおりまとめてみた。 

バレリー･フレッチャー所長
（Valerie Fletcher）

◇UD の定義： 
Human centered design (of everything) ｗｉｔｈ everyone in mind 

すべての人に考慮された人間中心のデザイン 
デザインによって、生活の自信、心地よさ、コントロールが利くということ

が得られる。人間の能力について個々に違いがあるのは当たり前であり、
だからそれがどのように自分たちの生活に影響してくるかということを土台
に、デザインを考えなければならない。 

アメリカでは、障害ということは、どのくらい自立して移動することが出来
るかということを始点にして考えられていた。しかし、障害でも例えば車椅
子を使うなどの目に見える障害は、簡単に理解することが出来るが、目に
見えない障害について、理解し、取り組まなければならないということが、こ
こ 20 年間で大きく変わってきた。 

この背景としては高齢化、たとえば痴呆患者にどのように取り組んでいく
かということの重要性を理解し、これをデザインの中に取り入れていくという
ことが必要であるという認識が強まってきたのだ。 

日本が UD についてリーダーシップを発揮しているといわれる背景には、
他のどの国も経験していない急速な高齢化と、さらに少子化の問題に対応
していかなければならないからだ。 

UD とは、高齢化していくと、どの様なところが失われていくのか、例えば
骨がもろくなっていくことや、血圧の変化など、世代が変わることによって起
こる事象もデザインに考慮していくことである。 

さらに、高齢化ということだけでなく、たとえ障がいを持った子供でも、す
べてを受けることが出来るような社会を作っていくことが重要であり、ＵＤは
そのためのツールのひとつである。 
WHO では障害の定義を機能的な違いがあり、障害を持つということは人

間であれば、誰でも体験することであると再設定した。  

ここで注意しなければならない重要なことは、機能的な限界というもの
は、環境によって左右されることである。 

たとえば、足の不自由な人が職場に行くのに、階段があり人を呼んで手
伝ってもらわなければならないとして、まずは階段という大きなバリアがあ
り、うるさいときには声が聞こえないために人が助けに来てくれないというこ
とが障害になるが、その人の自宅をオフィスにして、自由自在に動くことが
出来れば、機能的な限界は最小限に抑えることが出来、それは障害とはい
えないものになるかもしれない。 

UD というものは、機能的な限界や障害というものを最小限にする力を持
っている。 

アメリカでは障害の度合いを左右する環境として、物理的環境は当然の
こと、コミュニケーション環境（電話、テレビ、ラジオなどや、テキストやデジ
タル媒体による情報）により学習における環境を UD にすることに取り組ん
でいる。 
社会的環境は、社会が障害をどのように受け入れるか、人の違いに対し

て寛容な心を持った態度で示すことである。 
以前はバリアフリーということに重きを置いていたが、現在のUDは、バリ

アフリーということだけでなく、障がいを持った人たちのパフォーマンスやコ
ミュニケーション、さまざまな経験をより高めてあげるデザインのファシリエ
ーター（世話人）である。 

その際の手段として重要視されるのが、UD の 2 つのキーである。1 つ目
は「ユーザーエキスパート」と言われる考え方で、障がい者自身が自分にど
のような物が合うのかを一番よく知っているという考え方。 

そしてもう一つのキーが「UD の 7 原則」で
ある。UD の 7 原則も 1997 年に作られ来年
10 周年を迎えるが、時の流れとともに、社会
の変化に合わせて変化していくものかもしれ
ないし、それを変えるのはあなたかもしれな
い。 

これら UD の取り組みの他に、現在重要視
されてきているのが、グリーン・デザイン
（GD）で、環境の持続的な発展ができる、環
境を大事にするデザインをさす。  
UD と GD により、環境的・経済的・社会的

持続性ある社会を実現させたい。 
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◇UD を進める日本についての評価 
日本では、UD と高齢化が密接に結びついており、ビジネスになると注目さ

れている。 
UD についての取り組みは、日本の企業が世界で一番真剣に取り組んで

いるとされており、国際UD協会（IAUD）に参加する日本企業数が 145社とい
うのは、世界的に見ても非常に多い。トヨタ自動車・パナソニック・TOTO は企
業を上げて、ビジネスと言う観点だけでなく、企業が果たす社会的責任として
UD・グリーンデザインについて参画しており、世界的に UD を広めるリーダー
的企業とされていた。 

また、法律面、行政面では国土交通省が昨年、UD の方針を策定する際
に、実際の利用者の参加の義務付け、道路・建物の設計についてユーザー
エキスパートを導入した。 
◇UD 先進地としての熊本県の取り組み 

熊本県は、この 6 年間で大幅に UD を取
り入れた。都市計画から民間での活動にい
たるまで、これほど短期間に取り入れた例
は世界的に珍しい。 

この取り組みを進めた潮谷知事は、障が
い者の教師であった経歴を持つ。 

潮谷知事がこれまでの経験を生かし、イ
ンクルーシブ・エディュケーションという、障
がい児を他の生徒と同じ教室で学ぶという
方法を取り入れた。 

また、県営住宅は、障がい者が非常に
高い質の生活ができ、自力で自室への出
入りができるように配慮されている。 

さらに熊本の商店街は、看板や歩道の
表面仕上げなどについて低コストで実現で
きる UD をとり入れ、高齢者用のカートなど
を分散配置し、ボランティアが高齢者の補佐
に当たるなど、非常に活発に活動している。 

これらの取り組みに対しても、ユーザーエキスパートの考えで進められて
おり、数百人規模で街づくりに障がい者が参加している。 

リハビリセンターなども、実際に障がい者や子供をプロジェクトに加えるこ
とで、改修作業を行っていった。 

 

◇アメリカでの UD 
アメリカでの UD や GD の認識度合いは、まだまだ低い状態だが、徐々に

ニュースなどで報じられるようになってきた。 
また、日本の自動車メーカーの取り組みに押される形ではあるが、ようや

くフォードなどの米国自動車メーカーもUDに眼を向けるようになり、研究を開
始した。 

全米で特にUDに力を入れている業界としては、デザイン関係の出版業界
であり、近年盛んに UD について取り上げられるようになってきた。これにつ
いては、日本も、もう少しデザイン業界に PR をしたほうが良い。 

設計指針をつくる行政の諮問委員会では、これまで障がいを持った人達
に対する「最低基準」と「最大基準」という言い方をしてきたが、近年では「最
適化基準」ということを言うようになってきた。 
◇ボストンのまちづくりへの参画 

ボストンでは 1998 年から都
市計画の一環として UD を取り
入れている。 

ほとんど予算がない状態か
らのスタートだった為に、時間
がかかってしまったが、熊本は
トップダウンでできたので効率
的に行うことができ時間を要し
なかった。 

潮谷知事のような UD に理解
あるトップに恵まれなかった
が、アダプティブでは、建築士
協会からの私的な補助などを
得て、関連する人達でさまざま
な討議を行った。 

日本でのまちづくりは、どち
らかというと行政からのトップダ 
ウンで行われるが、ボストンの都市計画策定については、UD のリーダーで
あるアダプティブが底辺からの意見を吸い上げ、提案を行い、行政からの理
解を得て作っていった。 

利用しやすい公共交通機関についてや、レンガを多用しているボストンの
歩道について、「歩きやすい歩行空間」の検討など、様々なテーマでの検討 
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を行った。また、高齢者のグループでは「自分
たちを迎え入れてくれる街」というテーマでの
検討をし、取り入れられている。 

また、この都市計画の策定の手法として、
実際に現場に行って、自分たちや、そこに住
む人にとって何が必要か体感・経験し、さらに
車椅子での体験や、特殊ゴーグルを着用した
りという手法で街を検証して、その意見を吸い
上げ計画に取り込んでいった。 

こういった 8 年間の努力が報われ、ア
ダプティブは都市計画の意思決定の一
員として参加することが可能になった。 
UD を都市計画のレベルで取り入れる

ことは十分に可能であり、障害というの
はそれを取り巻く環境によって左右され
るため、都市レベルで投資を行い UD化
していくことは価値あることだと考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

アダプティブには、これらのまちづくりを勧めるだけの知識とノウハウをもって
いるという絶対的な自信が見られた。 

また、UD の都市計画についてはインターネットにより事例をたくさん取り入
れることが有効な手段だとのアドバイスもあった。 
 
● 公正住宅法への対応 

アメリカでは 1988 年に制定された「公正
住宅法」を、1991 年に改正し、共同住宅を
建設する場合においては、障がい者が利
用可能であり、また改造可能なものとしな
ければならないという建築基準が決めら
れた。これに伴いアダプティブでは、全米
に対し公正住宅のデザイン・設計・施工の
リソースセンターとして専門スタッフを抱え、
コンサルティングを提供している。 

1988 年に制定された公正住宅法から、複数の世帯が入居する複合住宅で
は、障がい者に対応するための基準として、次のような 7 つの設計・施工につ
いての規定が定められた。 

◇公正住宅法で定められる障がい者への対応 
① 出入り口についてアクセシビリティを確保 

車から玄関まで自力で移動できる環境を確保する。 
② 公共使用空間へのアクセス 

エレベーターホールなど共用部分について外部の人間もアクセ
スできるように規定。 

③ 障がい者でも使用可能なドアの設定 
建物内のドアについて最低 32 インチ（約 81.3）幅を持たせる。 

④ 建物内の通路幅員 
共用部を含む廊下の幅について最低 36 インチ（91.5 センチ）幅を
持たせる。 

⑤ 電灯スイッチやコンセントへのアクセス性 
車椅子の方の利便性を考慮した高さ。 

⑥ トイレ・風呂の壁は手すりを取付可能なだけの強度を有する。 
必要な範囲に手すり取り付けのための補強を行う。 
手すりの設置義務はなし。 

⑦ キッチン・バスルームの利便性 
車椅子での利用ができるだけの広さを有している。 

また、1991 年に改定された公正住宅法では、障がい者への対応として、次
の２つの修正項目が加えられた。 

しかし、これらの規定が適用となるのは、あくまでも 4ユニット以上のアパート
で 1991/3/31 以降に建設されたものが対象であり、アメリカでの主流である戸
建住宅は対象外となる。 

私達にレクチャーをしてくれた、バーバラ・チャンドラー氏（Barbara Chandler）
によると、公正住宅法は最低限の法律であり UD のようなものではないと言う。 

① 盲導犬などが必要な場合の対応 
動物の飼育を不可とする賃貸借契約を修正する権利を有する。 

② 必要とされる物理的な改修の申請をすることができる。 
手すりの設置や車椅子用のランプを設置するなどの改修につい
て、改造不可とする賃貸借契約を修正する権利を有する。 
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27

視察先別レポート 視察先別レポート



● アダプティブ・エンバイロンメンツでの気づき 
正直お恥ずかしい話だが、私はアダプティブを視察したことで、以前は UD に

ついて表面的にしか理解していなかったと痛切に感じた。根本的な部分の理
解が足りないと・・・。 

たとえば数年前、ある知人がビジネスホテルの「禁煙ルーム」について「愛煙
家にとってはユニバーサルデザインではない」と冗談を言ったことがあった。一
種の屁理屈じみた笑い話であったが、研修に参加する以前の、しかも自らが愛
煙家の私は、「禁煙ルーム」が好ましいもので、愛煙家は「我慢するべき」と言
うことを、「常識」として判断していたが、ユニバーサルデザインの観点で考えた
時、「すべての人に対して」を「嫌煙家・愛煙家を問わず」と置き換えて考えると、
何故「禁煙ルーム」なのかと聞かれてもその根拠を示すことができなかった。 

こんな素朴な、しかも子供じみた疑問だったが、今回のフレッチャー所長から
のレクチャーの中で、「身体的・精神的な機能が低い人に焦点を合わせたデザ
インをすることで、健常者に対しても使いやすい。」という一言で解決することだ
った。 

また、現在いわきにおいて、精力的にまちづくり活動に参加する私にとって、
ボストンの都市計画策定でのアダプティブの取り組みには、心から共感するこ
とができた。さらに 8 年にわたり、生活者の目線に立ち、地味で地道な、しかも
利害関係者の思惑が交錯すると予想される大変な作業を、貫き通したその取
り組みに対し、感動と尊敬をして止まない。 

フレッチャー氏のレクチャーの中でも、「日本は行政によるまちづくりが多い」
と言う言葉があったが、P・I（パブリック インボルブメント）の手法を取り入れた
形で、行政と市民団体との協働によるまちづくりを進められる現在でも、行政サ
イドから「鉛筆はこちらが握っているから、余計なことは言うな」と脅迫めいた事
を言われ非常に不快に思ったことも事実。 

私達市民の行う地味で地道な活動が、長い年
月を持続することで、いつか行政からの理解を得
て、一つ一つ実現していくことを心から願って止ま
ない。 

最後に、今回の米国視察において、引越しの
真っ只中にも関わらず、ツアーを企画してくれ、各
所に同行してくれた、フレッチャー所長、メアリー・
アン氏、クリス氏、井上氏をはじめとするアダプテ
ィブのメンバーにの方々に、この場をお借りしまし
て深く感謝を申し上げます。 
ありがとうございました。 

視察先別レポート No,7 
 シティー･スクエア公園  
 チャールズタウン･ネイビーヤード   

 
������ ��   

 
 

 この一帯は、
ボストン滞在中
た いへんお 世
話になった、ア
ダプティブ･エン
バイロメンツが、
全面的に計画、
デザインガイド
ライン、個々の
公共･民間開発
のユニバーサルデザイン導入に関わった、ボストンで史上最大規模と言われ
た、サウスボストン･ウォーターフロント開発プロジェクトのなかで、チャールズタ
ウンと呼ばれ、北部に位置します。計画にたずさわったアダプティブ･エンバイ
ロメンツのクリスさんが同行、解説付のぜいたくな行程で、「この案内板は低く
て水平で、子どもでも見やすいでしょう。」のことばには、説得力がありました。 
● シティー・スクエア公園 

シティー･スクエア公園は、緑の芝生と赤いレンガの曲線の歩道からなる、衛
星写真中央左の公園がそれです。4,000 ㎡ぐらいの小さな公園で、衛星写真で
見ると、近くに車が忙しく行き交うチャールズタウン橋や、その姿が美しい吊
橋：レオナルド･Ｐザキム･バンカーヒル橋があり、８車線もあるニュー･ラザーフ
ォードアヴェニューと４車線のチェルシー･ストリートの交差する位置にあり、そ
のわりには、そこだけが静けさをたたえた公園でした。 

チャールズタウン･ヒストリック･マーケット･スクエアの一部にあり、１６２９年
の造営です。その後、１９０１年に高架線で鉄道が通るまでの、１８･１９世紀に
かけては人々が集うにぎやかな場所としてその存在を示しました。２０世紀半
ばには、トビン橋からの交通が混雑するようになり、同じく高架線の高速道路
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が公園の上に建設されました。その後１９９０年代半ばに、一帯の再開発整備
に伴い、高架線だった高速道路はトンネル建設で地中化され、今日ある姿にな
りました。 

今日ある姿に造成されたときに出てきた、独立戦争時代の埋蔵文化財のこ

とや、このシティー･スクエア公園一帯の今日に至るま
での歴史を記した案内板が、円形の芝生にマッチす
るように心憎くデザイン化され、配置されていました。 

またこの公園の中央に、空中高く鳥が羽ばたく、か
つての高架橋を彷彿とさせる高さのあるモニュメント
があり、足元部分は魚があしらわれ水を湛えていまし
た。ほかにも、魚をモチーフにしたアートワークがあり、
数々の彫刻に抱かれ、水と芝生の緑と歩道の透水性
の赤レンガから構成された、まちの人々のちょっとし
た癒しの空間〝オアシス〟のたたずまいになっていま
した。 

ボストンでは、歩道で点字ブロックと見まちがえたレ
ンガの凹凸と、道路さえも斜めに横断する赤いライ
ン：フリーダムトレイルに沿って歩くと、全長４㎞１６ヶ
所の独立戦争の史跡を巡ることができるようになって
いますが、この公園をはさんで、北（写真左）に、フリ
ーダムトレイルの終点のバンカーヒル記念塔が見え、
振り向けばそれと対称するように南（写真右）に、記念塔のシルエットを踏襲し、
ケーブルで支える橋としては世界一の幅（１０車線）を誇るという、そのケーブ
ルの織り成す機能美の美しい、レオナルドＰ.ザキム･バンカー･ヒル橋が見え、

この両雄姿を一度に見
ることができるビューポ
イントにもなっていまし
た。 

  

＜気づいた点＞ 
○ 良いなあと思ったところ 
 右の写真を見てください！ 
① 「緑の芝生にいだかれたら、どんなに気持ちが

いいだろう！」誰だってそう思うはずです。その
誰もがいだく 自然な思いをかなえてくれている
のが、これです。赤レンガの歩道からスロープで、芝生にアプローチできる
ようになっているのです。芝生の上を車椅子で移動するのは、少々コツが
要りそうですが、気持ちがいいに決まっています。みんなの公園ですもの。 

② 歴史を記した案内板が、円形の芝生にマッチしていて、それだけでも美しく
思えたのですが、これが設置高さが低く水平になっており、子どもや車椅子
の人でも、容易に見ることができるようにもなっていました。 

＜福島県でこれからできること＞ 
  もうそろそろ世の中は、ハコモノ行政を期待してはいけないときになってきて

いるのだとしたら、県庁東のもみじ山公園でいいです。シティー･スクエア公
園と同じぐらいの広さかもしれません。もうちょっと勾配を緩和して、だれもが
憩える公園にしませんか？議会中の県会議員の方と意見交換ができ 
るかもしれませんし、音楽好きな知事と一緒に歌を歌ったりして。 

● ���������������� 
 チャールズタウン･ネイビーヤードは、衛星写真中央右のあたりになります。
ボストン中心部から北へ、チャ－ルズ川を渡ったところにあります。１６２８年に
できたチャールズタウンは１つの町でしたが、１８７４年にボストン市に併合。１
９７４年にチャールズタウン海軍造船所が閉鎖され、そのうちの３０エーカーが、
ボストン･ナショナル･ヒストリカル公園の名所に加わりました。 

ハーバーには、ＵＳＳコンスティテューション号が係留されています。ＵＳＳコ
ンスティテューション号は、１７９７年のアメリカ初の就役軍艦として進水、以降
１８１２年の対イギリス戦まで４０数戦の不敗記録を続けたアメリカ海軍史上最
も有名な軍艦だそうです。１９７６年に修復され、アメリカ海軍の象徴として海軍
造船所に停泊保存されています。 
船内外には、セーラー服にマリン帽姿の現役の海

兵隊員が立っていて、空港･市役所についでここでも、
セキュリティチェックがあり、ちょっと戸惑いました。 
愛称〝オールド･アイロンサイズ〟と呼ばれたとい

う黒々とどっしりとした船体に、白いマストがりりしく空
に伸び、帆を風に広げた勇姿はどんなであったろう、と往時が偲ばれました。
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碇を上げたら、今にも波間を進んで行きそうでした。また、
船体には戦時の流れ弾の跡も見られ、独立戦争とは言え、
そんなに昔のことではないのだ、と思ったのでした。ＵＳＳコ
ンスティテューション号は、フリーダムトレイル１５番めの史
跡となっています。 
 
 

＜気づいた点＞ 
○ 良いなあと思ったところ 
 右の写真を見てください！ 
① サウスボストン･ウォーターフロント開発プロジェ

クトで、アダプティブ･エンバイロメンツのクリスさ
んたちが提案されたのでしょう、この透水性レン
ガの歩道は、ビーコンヒルで体験した当時のまま
のガタガタのレンガと違い、歩きやすく車椅子の
タイヤのタッチもスムーズでした。幅も車道並みに 
広い。 

② ＵＳＳコンスティテューション号へのアクセスも、ハ
ーバー護岸－１m ほどの海上－船上デッキへと
スムーズに移動できるようになっていました。気
づくと電動車椅子のクリスさんがそばにいて、驚
かされました。 
 

＜福島県でこれからできること＞ 
  盆地の福島市に住む私が言葉にするのは、無
理があるかもしれませんが、例えば、いわきのアク
アマリン近辺とかに、こんな詩情豊かなハーバー
ウォークが楽しめるコースがあったら、素敵だな、
と思いました。建物が点として存在するのではなく、
点をコアにもっと線や面となって、まちづくりが進ん
でいけばいいのに、と思いました。 

それにつけても、市役所で見た、広い部屋いっぱいのあの圧巻の都市計画
の模型が、そのプロジェクトにたずさわる人々にとっても、市民にとっても、これ
からのわがまちわが市がめざすヴィジョンを、目の前に具体的に共通認識する
ことができ、その全容を見ることができるだけでも、何ごとかを雄弁に語りかけ
ているように、私には思えました。これからのまちづくり、都市計画には、模型
はなくてはならないアイテムだ、とつくづく思いました。 

視察先別レポート No,8 
  

 スポルディング・リハビリテーション病院    
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スポルディング・リハビリテーション病院は、独立した外傷性脳損傷・脳卒中
治療と甦生の分野を研究している全米でも有数の病院です。 

交通アクセスがよいうえに、水辺にも近いという好環境のため、患者はボス
トン市内に留まらず国内のあちらこちらから集まってきています。ただ、建物が
老朽化していること、敷地が狭いことから、移転を打診されているようで、建て
替え時にはアダプティブ・エンバイロメンツが関わりユニバーサルデザインに配
慮したものにしたいとのことでした。 

リハビリには家族の関与も進め、リハビリチームは患者と家族とともに特定
の治療活動で援助する方法を伝え、退院後も患者と家族を助けるサービスを
しています。 

アメリカは自由時間を利用してレクリエーション療法をします。リハビリ専門
病院にするには１日３時間の対応が必要だそうです。 

以前はどんなことに興味があったか、様々な器具を使い彼らの改善のため
にゴールを達成するのを応援します。リハビリ患者が今までやっていたアクティ
ビティーで身も心も回復機能を増やします。
例えば料理が好きな人は、釘を打ち込み改
良されたまな板を使いリハビリをします。団
員もご馳走になりましたが、患者さんの毎日
のティータイムには美味しいクッキーがでる
そうです。また、映画を見に行く楽しみのあ
る患者には、障がい者用の道路・階段のス
ロープは大切なので社会の支援も欲しいと
のことです。また、ペットセラピーも大切なの
で、犬を飼っていた人は病院の犬を可愛がる事でリハビリになります。 

これらの治療を受けるに当たって、低所得者に関しては州が医療費を負担
してくれます。 

入院患者が 180 名いるこの病院で、働くスタッフについては、医療専門スタッ
フが５０名程度、看護助手が４０名程度、療法士１２０名程度、その他事務部門
のスタッフがいるとのことで、医学療法士は多いがセラピー療法士が少ないの
が現状です。 
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33

視察先別レポート 視察先別レポート



●参考になった話 
＜ジュディ・ウォーターソン理事長の話＞ 

1980 年代からリハビリに専念してきて自分には最適の仕事だと思います。看護
師として痛み・死・・・いろいろ見てきたので経営が出来るのだと思っています。 

リハビリは看護師・療法士・家族・本人のコミュニケーションで全体の力を発揮し
てはじめて回復になります。毎年、新入生にボールペン・メモ帳を渡し、１週間後に
は病院の中の改善点、良い点をメモする事が義務づけられています。もちろん心
構えも書いてあります。 

＜オズワルド・モンデジャー人事部副部長の話＞ 
生まれつきサリドマイドでした。１３才の頃は仕事をしていました。２５年前にシェ

ラトンホテルの人事の専門をしていて、当時、上司に「場所じゃなくサービスだ」と教
えられました。我々は仕事をどうやるかじゃなく、仕事をどう達成するかだ、社会に
対して自分が貢献できるかそこを考えなさいと、障がいを持った人がどれくらい社
会から必要とされるか考えなさい。医療現場の違いは患者の立場として考えないと
いけないから、患者がどういう事を望んでいるか理解しないと伸びない。我々はサ
ポートグループを作り、再就職の事を考えなければならない。障がい者が如何に就
職出来るか、暖かい手を差し伸べてもらうにはどうしたらいいか考えている。アメリ
カは障害者法がありオープンに話せるから自分の障害に合わせて仕事が出来るし、
自分に合った使いやすい道具を用意してもらえれば仕事はこなせる。障がいを持
った人が仕事をするにも１人５００万円以下で道具は揃います。そういうことよりそ
の本人の能力が生かされればこんな素晴らしい事はない。本人の能力を重視、そ
の人の採用された時の仕事の内容で自分に出来る事はやって、出来ない事は頼
む。それをやる事でパートナーシップが生まれる。 

 
●福島県では 

福島市には二つの病院に回復期リハビリテーション病棟があります。 
この病棟においては、次のような取り組みがなされています。 
・理学療法 それぞれの職場復帰のリハビリのために、本人に合う器具等

を作ったり、駅などの人混み歩行・自動車学校での試運転等の
試みをします。 

・作業療法 一般的な家事の仕事が出来るように台所はもちろん、畳の生
活指導もおこないます。また、退院後も生活がしやすいよう、患
者と家族を交えて家屋調査をして、本人の自立に向けて最大
のケアをしています。 

この病院は今まで０才から１０１才までの患者さんが利用しています。 
 

県内の医療水準は他県と比較して低いと言われている現況のもとで、「施設
から在宅へ」と変化している社会のニーズに対応するためにも、福島県でも症
状別リハビリ病棟が増えることを願っています。 
 
●リハビリの内容について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
湾に沿って病院が建ててあるので、ボートを漕ぎながら水面から見る景色や青い空・頭上
をまたぐ道路を走る車の音・周囲に咲くお花などを楽しんでリハビリをします。

屋外用リハビリ自転車はどれもが療法士と一緒のため２人乗りでした。 

病院の建物には横に長いロッククライ
ミングの設備がしてあります。 
縦よりも力が掛かり難く、危険性の少
ない横進みでリハビリをします。 
スタッフは、後ろにまわり患者の安全
を確保します。 
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会から必要とされるか考えなさい。医療現場の違いは患者の立場として考えないと
いけないから、患者がどういう事を望んでいるか理解しないと伸びない。我々はサ
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をまたぐ道路を走る車の音・周囲に咲くお花などを楽しんでリハビリをします。

屋外用リハビリ自転車はどれもが療法士と一緒のため２人乗りでした。 
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 ボストン公共放送 Ｗ Ｇ Ｂ Ｈ  
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 メディアの一つであるボストン公共放送ＷＧＢH（以下 WGBH）は聴覚や視覚
に障がいがある人にテレビやラジオ番組情報を提供している地元放送局である。 

アメリカのＡＤＡ法（Ｔｈｅ Ａｍｅｒｉｃａｎｓ ｗｉｔｈ Ｄｉｓａｂｉｌｉｔｉｅｓ Ａｃｔ アメリカ障
がい者法 1990 年公布）の中に“耳の不自由な人のためにコミュニケーションの
方法を確立する”と謳われており、この不自由な人のために便宜を図っている。  
 また目の不自由な人に対してテレビがどんなことをしているのか、内容を副
音声で情報を流すサービスも提供している。字幕は録画の娯楽番組、生放送
のニュースやスポーツなど全ての番組に提供されている。   
 写真のように大型テレビや一般の
テレビの画面下に字幕が付いて内
容がわかるようになっている。アニメ
にも字幕が付けられている。 
ニュースなどはリアルタイムで字幕
が付けらていた。 
 字幕の始まりは３０年前（1970 年）
である。耳の不自由な人のために
音声を字幕にすることを開始した。
ところが字幕があることによって料
理番組の手の動きが見られないと
いうこともあり、字幕付きと字幕なし
を選択できるシステムを 1980 年初
めに完成した。テレビの中にデコー
ダー（変換装置）を取り付けることに
よってリモコン(CC ボタン)により字
幕の表示切り替えが出来るようにな
った。この動きを受けて、連邦議会
の法律によって１９９３年に全てのテ
レビにデコーダー設置が義務づけられた。 

 

������
字幕表示は耳の不自由な人ばかりでなく以下の効果も期待できた。 

 
多民族国家であるアメリカにおいて 

などである。 
字幕技術が早期に導入できたのはアメリカの裁判所の証言記録のリアルタ

イムがもとになっており、その技術を利用できたという利点があったからであ
る。 
右の写真はリアルタイムで字幕を製作するタ

イプライターである。ギターのコードのように、特
定のキーを組み合わせていくことで、単語が表
示されるようになっている。特に午後 4 時から午
後 8 時がニュースなどで忙しい。 

 
 
 
 
 
 

 
事前番組は字幕製作の時間的余裕が

あるので右の写真のようにビデオテープ
に起こしパソコンのキーーボードで字幕
を製作していた。 
音声を字幕にしてテレビに届けるまで

3 秒かかる（キーボードからパソコンで変
換し衛星に発信しテレビへ）。更に短縮
するために研究中ということであった。 

● 英語を得意としない人や発音になまりのある人などが発音と字幕を対比
して確認できる。また教育現場で活用できる。 

● 音声情報がよく聞き取り難い騒音の多い場所では字幕で情報を得られる。 
● 音声情報はすぐ消えてしまうが字幕があることによってそのときの情報内

容が正しく確認できる。
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に起こしパソコンのキーーボードで字幕
を製作していた。 

音声を字幕にしてテレビに届けるまで
3 秒かかる（キーボードからパソコンで変
換し衛星に発信しテレビへ）。更に短縮
するために研究中ということであった。 

● 英語を得意としない人や発音になまりのある人などが発音と字幕を対比
して確認できる。また教育現場で活用できる。 

● 音声情報がよく聞き取り難い騒音の多い場所では字幕で情報を得られる。 
● 音声情報はすぐ消えてしまうが字幕があることによってそのときの情報内

容が正しく確認できる。
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誤字は 1％以下。一分間に 200字以上になると誤字がでるので課題となって
いる。字幕内容によって訴訟になったことはない。事前に“内容についての責
任は負いかねます”と伝えてある。将来はパソコン技術で音声からリアルタイ
ムに字幕にしたいがまだ日常的にはなっていない。 

日本では日本語を電波の中に入れるのに難があるがデジタルテレビならば
容易になる。 
 
�����

字幕のない映画を見るために映画館の後方
に電光掲示板を設置して、各自の黒色透明ボ
ードに字幕が映り、前方のスクリーンの画面を
見ることが出来るサービスを提供しているこの
装置は全米の２７２館で設置されており、その
映画は１00 本以上ある。 
右の写真は映画館の後方にある電光掲示

板の文字で、黒色の半透明ボードに映させる
ため反対になっている。 

 
 災害時の対応について、日本の NHK は国の
予算や視聴者の受信料で運営しているが、Ｗ
ＧＢＨは財団によって運営されているため災害
時の放送はない。放送内容はニュース番組が多い。災害時の情報は民放から
情報を得る。災害時になると全ての民放が字幕のテレタップを流す。目の不自
由な人には対策がなく現在どうするか考えられている。 

ＷＧＢＨは耳の不自由な人ばかりでなく、目が不自由で映画を見ることが出
来ない人に対して 1980 年後半から映画音声に加えて、今、どんな内容で、ど
んな情景なのかを副音声で情報を流している。これには感動した。その他、感
覚障がい者に対してインターネットでも取り組んでいる。 

 
���������
ＷＧＢＨの事業は放送ばかりでなく 
● 目や耳の障がいのある方への技術開発に力を入れているほかに、アクセ

スを高める工夫。デジタルの映像に字幕を入れるソフトを二つ開発した。 
● インターネットによる感覚障がい者へのアクセス方法の促進。 
● 耳の不自由な生徒への教育現場での教材や読解力を高めるための事業。 

 
● 目の不自由な方への音声による情報ガイドの無償提供。 
● 有償であるが大学の講義やその他の音声データを変換して内容を再現

する文字情報のサービス。 
● コンピュータ会社と提携して技術や要望などの提案。（文章を音声にしてく

れるものとか） 
● 行政との関係や新法律とのかかわり、アクセスの保障。 
● インターネットの映像で字幕がないものをインターネットでの配信。 
● ラジオ番組のテキスト化要望があるのでインターネットでの文字情報配信。 

  以上のことも実施している。  
ＷＧＢＨは公共放送なので広告はない。ただしスポンサーがいる。そのため

“この番組は△△スポンサーによって作成している“と情報を流す。 
ＷＧＢＨはロサンゼルスにもあり、スタッフが８０人いる。ボストンではリアル

タイムグループは 25 人、事前番組グループ 25 人、技術関係 25 人、総務関係
25 人で構成されている。 

最後に字幕、その他いろいろ研究開発しているので番組技術、ハイテク、新
しい試み、事業展開などに活用して欲しいということであった。 
  
���������
私は難聴者であるためにアメリカでのＵＤではどのように対応しているのか

関心があった。ＷＧＢＨを視察して“ここまでやってくれているのか”と想像以上
の感動を覚えた。アメリカの問題意識の高さと、それに向けてのフットワークの
良さに身の引き締まる思いがした。ただ災害時の情報が流されないということ
は意外であった。地震大国日本の方がこの点について努力しているのかとも
思われた。同じ目的で動いても風土によって強弱がある。 

日本でも字幕放送は開始されているが民放を含めまだ十分とはいえない。
高齢化社会になり耳や目の不自由な方が増えていることを考えれば是非配慮
しなければならないことが課題である。耳の障がいは外見上わからないために
なかなか理解されない傾向がある。このことは福島県だけで出来るものではな
い。福島県を発信地として理解・啓発を全国に広げ、大きなうねりとなってアメ
リカ並みの実現に向けて歩んで行かなければならないと感じた。 
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ＷＧＢＨは公共放送なので広告はない。ただしスポンサーがいる。そのため
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私は難聴者であるためにアメリカでのＵＤではどのように対応しているのか
関心があった。ＷＧＢＨを視察して“ここまでやってくれているのか”と想像以上
の感動を覚えた。アメリカの問題意識の高さと、それに向けてのフットワークの
良さに身の引き締まる思いがした。ただ災害時の情報が流されないということ
は意外であった。地震大国日本の方がこの点について努力しているのかとも
思われた。同じ目的で動いても風土によって強弱がある。 

日本でも字幕放送は開始されているが民放を含めまだ十分とはいえない。
高齢化社会になり耳や目の不自由な方が増えていることを考えれば是非配慮
しなければならないことが課題である。耳の障がいは外見上わからないために
なかなか理解されない傾向がある。このことは福島県だけで出来るものではな
い。福島県を発信地として理解・啓発を全国に広げ、大きなうねりとなってアメ
リカ並みの実現に向けて歩んで行かなければならないと感じた。 
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視察先別レポート No,10 
  トーマス・クレーン公共図書館  
 
 

������ �   
 

 
 ボストンにあるトーマス・クレーン公共図書館は、ボス
トンダウンタウンの西方にあるバック・ベイという地区に
位置します。この図書館は、ボストンで一番古い図書館
で、1882 年に建設されました。建設当初は、大きな建物
ではなかったそうですが、利用者が多いため増築したそ
うです。現在は、一日に約 1200 人の利用者がいるそう
です。建物の外壁は、全体的にごつごつした石でできた造りでした。窓枠はア
ーチの形をしていてレンガでできていました。全体的に歴史を感じるデザインで
した。 
 
� ������� 

館内を案内する見取図
は、カラーで誰もが見やす
く、目の不自由な人のた
めに点字で説明されてあ
りました。また、受付は身
長の低い人や車いすの人
でも利用しやすいように、カウンターが低い位置に設置されていました。 

１階の出入口ドアには、車いすの人がスムーズに出
入りできるように車いすマークを押すとドアが開くように
なっていました。さらに、１階と２階のフロアーには一切
段差がありませんでした。そのため、足の不自由な人は
移動しやすい構造になっていました。 

  
� �������� 

ＵＤの視点から見て改善してほしい点は、古い図書館は、通路が狭く、
人とすれちがうことが困難なところがあったので、車いす同士でも容易にす
れ違うことができる広さが必要だと思いました。一方、新しく増築された図

増築部分との境には昔の外壁が
そのまま使われている。

 
点字と音声による案内をする館内見取図 

書館は、エレベーターが小さく地下１階から地上１階までの利用しかできな
いので、２階まで上がれるようにしてほしいことと複数の車いすにも対応で
きるようにエレベーターの中を広くしてほしいです。早期にバリアフリーの工
事をしたほうがよいと思いました。 
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福島県に限らず、日本全国にある図書館をはじめ、さまざまな公共施設
や商業施設などは誰にでも使いやすい造りにするため、設計段階からＵＤ
を取り入れてほしいです。そのためにまずは、通路は段差を無くしてフラッ
トにし、車いすの人が安全に快適に利用できる広さを持ったエレベーター
や車いす用のエスカレーターなどを充実させてほしいと思いました。 

 
 

視察先別レポート No,11 
  
 ハーバード大学  
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ハーバード大学は、アメリカ合衆国マサ

チューセッツ州ケンブリッジにあるアメリカ
最古の私立大学で、過去に７人ものアメリ
カ合衆国大統領を輩出している他、ノーベ
ル賞受賞者を多数出す（１９７４年以来１９
人の教員が受賞）など、世界トップの研究
機関のひとつです。ハーバード大学に入
学した学生は、１年次をハーバードヤード
とその周辺にある寮で過ごし、２年次から

４年次卒業までを「ハウス」と呼ばれる１２個あるシステムに属します。それぞ
れのハウスには、専攻、学年、人種の違う学生が４００人ほど集まり、専任の
教員のもと指導が行われています。また、ハーバード大学の学生の専攻は、他
の大学とは異なり major とは呼ばず、concentration と呼ばれています。その他、
他の大学とは学期試験の時期が異なるなど、ハーバード大学独自の方式や伝
統が見られます。 
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を取り入れてほしいです。そのためにまずは、通路は段差を無くしてフラッ
トにし、車いすの人が安全に快適に利用できる広さを持ったエレベーター
や車いす用のエスカレーターなどを充実させてほしいと思いました。 

 
 

視察先別レポート No,11 
  
 ハーバード大学  

 
������ ��   

 
ハーバード大学は、アメリカ合衆国マサ

チューセッツ州ケンブリッジにあるアメリカ
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ユニバシティーホール の前にはハーバードの座
像があります。 この像はワシントンＤＣにあるリンカ
ーン像を製作した作者によって 1884 年につくられた
もので、台座に「ジョン・ハーバード、1938 年の大学
創設者」と書かれているため、３つの嘘の像とも言わ
れているそうです。この像のモデルは、１８８４年作
製当時の学生です。また、像の脚先に触れると幸運
が訪れると言われており、この像の前にはいつもた
くさんの観光客で賑わっています。 
 
●気付いた点 

ハーバード大学を囲
む町並みは、歴史を残
すことを重視している
せいか、道がレンガで
ぼこぼこになっていた
り歩道と車道に段差が
あったりと、車道に下り
る際に車椅子の人が大変そうでした。しかしハーバ
ード大学の敷地に入ると、目立った段差は見あたら
なく昔ながらの伝統的な建物を保存しながらもユニ
バーサルデザインとうまく向き合っているなと感じまし 
た。緑も多く安らぎの空間でした。 

 
●福島県での取り組み 

ハーバード大学は、世界中から学生が集まってきていたり多くの著名人を輩
出した大学を一目見ようと観光客がたくさん訪れてきます。そのため、NPO や
行政などと連携して建物の改築に UD を導入しているそうです。福島県も、そう
いった機関と連携して、今まで以上に UD にあふれた街に改善していけたらと
思います。 

視察先別レポート N,12 
  

 地下鉄(オレンジライン)、バス  
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全米最初でもあるボストンの地下鉄、通称「Ｔ」は、マサチューセッツ湾交通

局(MBTA)が管理・運営を行っています。レッドライン・ブルーライン・オレンジラ
イン・グリーンラインの４路線があり、ボストン市内・郊外を走っています。日本
の地下鉄同様、車体や駅の案内板の色が路線の色に統一され、分かりやすく
なっています。そして、およそ半分以上の駅でエレベーターが設置され、車いす
での利用が可能になっています。駅ではホーム上にスロープを設置し車両にブ
リッジプレートを渡して乗車する方式を取り入れています。またホーム側に車椅
子乗降用リフトを設け車両側はステップ部をふさぐトラップドアを乗務員が操作
するという解決法を取っているものもあります。 

地下鉄は、ＡＤＡ法の関係で低床型車輌が推進されています。それは既存
の駅・車両を持つ事業者に対して、頭痛の種になりえることです。しかし、ＡＤＡ
法では One car per train rule という逃げ道が用意されており、要は、編成中に
一両でも低床車があればＡＤＡ法を満たしているとみなされてしまうのです。そ
れによってすべての車両が低床ではないために車椅子ユーザーには、不便な
面があります。ですが実際、私が乗車したオレンジラインの車両は、乗り込む
際の段差もあまりなかったためスロープなどを使うこともなく、容易に乗車する
ことができました。さらに、ボストン市内の地下鉄は障がい者の料金が無料だ
ったため、お金を払わずに利用することができました。 
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バスは、全車両のほぼ９割がニーリングバスであり、最近ではリフト付バスも
増やしています。しかし、全ての路線でいつでもリフト車が利用できる状況では
ないことから、前日に乗車通告を受け、確実にリフト車を配車するサービスで
対応しているようです。今回の研修中に利用したリフトバスは、普段日本で利
用しているリフトバスとの大差はなく、固定の方法もベルトなどを使用していま
した。しかし、リフトを作動する際に、エンジンが止まってしまうというトラブルが
起こる場合もありました。 
 
 

視察先別レポート No,13 
 パトリック・オーハンズ小学校  
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● アメリカの教育制度 
 

アメリカでは、日本の文科省のような機関はなく、各地方自治体が教育に
力を注いでいる。 

アメリカの義務教育は、州によって異なるものの、おおむね５歳から１８歳ま
での１３年間で、日本で言うところの幼稚園年長から高校３年生までが義務
教育の期間である。 

公立学校の運営は、州政府および市町村にゆだねられており、その運営の
財源は、主に州政府からの補助金と地域住民の税金により賄われている。 

マサチューセッツ州は、比較的裕福な地域であり、住民の教育への関心も
高いため、教育予算となる固定資産税は大きな財源であり、地域住民の意
思が大きく反映される。 
実際の教育行政に関わるのは州の教育委員会の下に置かれている学校

区であり、それぞれで独自の教育がなされているが、基本的な教育制度や教

育政策は各州で決定され、それに従い各学校区はカリキュラムの決定や教
員の雇用等を行っている。 

 
● 障がいのある子供に対する教育制度 
 

アメリカでは障害者教育法（IDEA）により、０歳から２１歳までの障がいを持
つ子供とその家族は、最も制約の少ない教育環境において無償で適切な教
育を受けることができる。また、個別教育計画（IEP）の導入により、医療・教
育・家庭が連携をとり、通常学級において学力を高めるための様々な教育環
境が保障されている他、１６歳以上の生徒に対しては、卒業後の地域、職業
への個別移行計画（ITP）の作成が明記されている。 
０～２歳の障がいのある子供と家族に対しては、個別家族サービス計画

（IESP）が提供され、早期教育にかかわる教育的サービスの提供や、親への
カウンセリングなどの配慮が盛り込まれているほか、３歳～５歳の子供に対し
ても IEP が作成され、障がい児教育のサービスが受けられる。 

 
● 統合教育の実践の様子を見て 
 

統合教育を実践するパトリック・オーハンズ小学校では、全校生の３３パー
セントに障害があり、健常児と同じ教室で共に学んでいる。 
私たちを玄関で迎え入れてくれたのは、ほぼ全盲の校長先生で、自ら校内

を案内してくれた。 
この学校の掲げるインクルージョンの教育理念に賛同する保護者は多く、

ボストンでも人気が高いため、入学するのは至難の業であるという。 
 

 

＊ 授業の様子 
１年生１クラス２２名の生徒のうち、障がい児枠は４名で、ダウン症や自

閉症など、様々な障がい児を受け入れており、教員は担任１名、特殊教
育専門の教師１名、補助１～２名で構成される。授業は健常の子供達と
同じ教科を、個々に作成されているカリキュラムにそって行われ、専門の
教師のもと、発達や能力に応じた教材を使って授業をすすめている。 
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＊ カリキュラムの作成 
アメリカでは特別なニーズを必要とする子供を受け入れるため、学校に

は作業療法士や心理士など多くの専門家が配置されている。パトリック・
オーハンズ小学校でも、個々のカリキュラムは、担当教師、保護者のほか、
専門家や医師が参画して作成される。 

 
＊ 教材 

コミュニケーションの手段や言葉の習得、あるいはスケジュールを把握
するために絵カードが使われていた。ボタンを押すとイエス・ノーが伝えら
れる意思伝達装置や、バランス感覚を養うためのセラピーボール、座位
が取りやすい机と椅子など、日本では養護学校や専門の機関でなければ
見ることの出来ない教材や補助用具が普通に教室におかれている。 
教材を含め、学校全体がカラフルな色調を多く使っているのも印象に残っ
た。 

＊ 設備 
中庭やグラウンドには、低学年の児童や、障がいのある児童への配慮

として、床に柔らかい素材のマットが敷かれ、転倒や遊具からの落下に備
えている。 
教室にはトイレがあり、排泄の訓練が可能な環境が整っている。 

 

 

＊ 校長先生の教育理念 
障がいの有無に関わらず、子供一人ひとりの存在は異なって当たり前

である、というインクルージョンの基本理念にそった教育は、子供だけでな
く、親や教師にとっても学び、向上していける場である。全校生の３３％に
障害があるという事実は、学力の面では他校と比較したとき不利ではある
が、学校を学習のコミュニティーとしてとらえることで、子供達同士のふれ
合いから様々なことを学んで欲しい。 

 

＊ 保護者の思い 
障がいのある子供達と一緒の教育は、子供達がサポートの仕方を学ぶ

良い機会である。また、このような学校では親も教育に携わることができ、
親と教員、そして親同士のつながりを築く場にもなっている。 

 
 
● 視察を終えて 
 

インクルージョンの教育が行われている現場を始めて見て、障害があっても、
教育の力で個々の力を最大限に伸ばし、自立させていこうという、アメリカの
強い教育の理念に感嘆を覚えた。 

福島県では、「地域の中で、共に学び、生きる力を育む」を基本として、特別
支援教育が進められている。県内の公立小・中学校に特別支援コーディネー
ターを配置し、障がいのある子供達が地域の学校や通常学級で学べる教育
環境を整備するなど、インクルージョンの推進が図られている。 

昼休み、グランドに出てくる子供達は、ごく自然に車椅子を押していた。 
この光景を見た時、ユニバーサルデザインを推進していく上でその土台と

なるのは、障害の有無にかかわらず、同じ地域、同じ環境で共に学ぶことの
できる教育の場であると感じた。ユニバーサルデザインの意義やその必要性
は、誰かに教えてもらうのではなく、言葉を越えたコミュニケーションや相手を
察するという思いやりの心から生まれてくるものだと思う。
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県立福島西高等学校 ２年 阿部 美咲 
 

 
「ユニバーサルデザイン」？なんの

ことだ？と、２年前までまったくといって
いいほどこの言葉の意味がわからな
かった私ですが、中学校のときに私の
後輩が UD ついて発表しているのを聞
いて、興味を持ち始めるようになりまし
た。インターネットや本で自分なりにUD
について調べていくうちに、一口に「ユ
ニバーサルデザイン」といってもいろい
ろな観点があることに気づきました。そ
こで、もっとユニバーサルデザインにつ
いてアメリカの地を借りて探求したい、
こんなに身近に感じる UD を周りの人
に広めたいと思い、この研修に応募し
ました。 

年齢はばらばら、職業もばらばらで
障がいを持つ人もたくさん集まってくる
ということで事前研修が始まる前は多
少の不安がありました。しかしふたを
開けてみると、皆さん UD についてしっ
かりとした意見を持っていておもしろく
て親切で、１回目の事前研修のお昼を
過ぎた時点で不安なんてものは消え去
っていました。こんな素敵な皆さんとと
もに研修ができて、誇りに思います。 

ボストンに到着して最初に感じたの
は、町並みが綺麗なことです。緑に囲
まれた町、れんが作りの道路と家など
など、歴史を感じさせる建物がたくさん

あり、日本では見慣れない光景をたく
さん目にしました。日本にあるような、
点字ブロックはまったくなく道路の幅も
広くて歩きやすかっ
たです。また、アメリ
カの国旗がいたると
ころに捧げてあるの
が印象的でした。日
本製の車が多く走っ
ていることにも驚き
ました。 

次に、障がいのある人を偏見してい
ないところに関心しました。日本では、
何かと障がいを持つ人を偏見しがちな
部分が少なからずあると思います。し
かしボストンでは、障がいがあることが
当たり前のように接してくれて車椅子
の方がバスに乗る際にリフトを使うとき
も、運転手の方が手馴れた手つきで操
作していました。 

４日目にスポルディングリハビリテー
ション病院を訪問したとき、リハビリの
ためにさまざまな工夫がされた道具を
紹介していただきました。ペンをもつた
めの手袋と固
定するテープ、
持ちやすいは
さみなど、障が
い者の視点か

ら考えたものがたくさん作られていまし
た。今後日本でも、取り入れていけたら
なと思います。 

私が、訪問する前から楽しみにして
いたのは２日目に訪れたニューイング
ランド水族館とハーバード大学です。 

ニューイングランド水族館は、いわき
市にあるアクアマリンふくしまのモデル
となった水族館ということを聞いていた
ので、福島とボストンとでつながりのあ
るアミューズメント施設だ！と、興味
津々でした。 

この水族館の設備には、とても感心
しました。生き物の説明文は、高齢者
や小さい子供を考慮して低い位置に設
置してありました。また、いたるところに
スロープがついていたりしていて誰も
が利用しやすい設備、まさしく UD が多
く取り入れられていました。 

ハーバード大学は、段差が少なくス
ロープはもちろんエレベーターやエスカ
レーターも完備してあり身体が不自由
な方でも１人で自由に動けるようになっ
ていました。 

今回は大学の学食を食べることが
できました。私は「学食」と聞くと食券を
買ってカウンター
に出すという庶民
的なイメージを持
っていたのですが、
実際はまったく異
なっていました。ま
ず種類の多さに驚
きました。パンだけ
でも、何十種類の
数があり飲み物や
サイドメニューも充
実していました。ハ

ーバード大学で学食を食べられる機会
なんて、もう一生ないことなので、とて
も貴重な経験ができました。 

ボストンでの研修を終えて、日本で
改善していかなくてはならない点がは
っきりしました。それは、障がい者の雇
用機会についてです。日本の社会は
障がい者に対して冷たく、一般の人と
同等の雇用機会を与えることはあまり
見かけません。それに対してボストン
は、ADA 法という障がい者の人権を守
る法律に基づいて、障がいを持つ人も
積極的に社会に進出して働いていまし
た。日本にも ADA 法のような障がい者
を守る制度を設け、障がい者が社会に
進出しやすい環境を作るべきであると
考えます。そのためには、UD をもっと
たくさんの人に関心をもってもらい、街
を UD であふれた、住みやすい場所に
する必要があると思います。 

私はこれから、ボストンで学んだ事
を無駄にしないように友達を始めとして
たくさんの方に UD を広め少しでも多く
の人が関心を抱いてくれるように努力
したいと思います。そして、福島を拠点
として日本中が UD であふれた国とな
るよう微力ではありますが努めていき
たいと思います。 

最後に、事務局や団員の皆様、添
乗員さんには大変お世話になりました。
こんなにも貴重な経験ができて、とても
欣幸です。ありがとうございました。 
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今回この研修に参加する動機となっ
たのは、私の通う学校の校長先生が、
前回この研修に参加していたというこ
とからでした。校長先生は、この研修で
学んだこと、驚いたこと、ユニバーサル
デザイン（UD）についてのことなどを、
お話して下さいました。次第に私は、
UD への関心が高まり、応募すること
を決意しました。参加が決定してから
は、自分の小枠の知識を少しでも広げ
るために、UD についての事柄を自分
で調べ、勉強しました。それまでは恥
ずかしながら、バリアフリーとユニバー
サルデザインの違いさえ曖昧だった私
には、初めて知る内容ばかりでした。
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実際にボストンへ行く前の事前研修
では、まず一緒に研修を行うメンバー
に会いました。今回の団員の中で車椅
子を使用しているのが私一人というこ
ともあって正直、最初は本当に自分で
良いのだろうか、団員の皆さんに迷惑
をかけてしまうのではないだろうか、と
不安で一杯でした。ですが団員の皆さ
んは、あっさりと私を受け入れてくれて、
私自身も安心して研修に取り組むこと
ができました。
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そして、いよいよボストンへ。自分の

勝手な想像でボストンは福祉が凄く発
展しており、何不自由なく暮らせるのだ
と思い込んでいた私を驚かせたのは、
ビーコンヒルの街並み散策のときでし
た。歩道は石畳になっており、車椅子
ユーザーにはどう考えても自走が困難
な道でした。さらに、急な坂や段差など
もあり、あまりにも想像していたものと
の違いに唖然としてしまいました。けれ
ど、ふっと周りの景色を見渡してみると、
レンガ造りの家や街灯など昔の美しい
面影を残して
おり、そこに
は こ の 石 畳
がなくてはな
らないのだと
思いました。
確かに、誰にでも使いやすいデザイン
にすることはとても重要だと思うが、そ
の土地の文化や風習を壊してまでする
ことなのか、そうではない。それらを出
来るだけ保ったままで、いかに UD と
共存させていくか。それが課題なので
はないかと感じました。
 研修３日目に視察したボストン市役
所では、ボストンでの UD の実施状況
についてお話を伺いました。お話をして

下さったスピネットさんは、「ボストンの
街を車イスの方でも容易にアクセス出
来るようにしたい。」と、おっしゃってい
ました。ですが、ボストンの雪がたくさ
ん降る気候や、精力的に政府への訴
えを行っても資金の問題で拒否されて
しまうといった現状で、とても困ってい
るのだそうです。今日本でも障害者自
立支援法の絡みで、福祉の資金につ
いて、とても大きな問題になっています。
やはり、福祉の先進国と言われている
アメリカでも日本と同じ問題点があるの
だと感じました。
 ４日目の視察が終わりホテルに戻る
際に、急遽バスではなく地下鉄を利用
してホテルに戻ることになりました。日
本では、車イスを利用している方が電
車に乗る際、事前に駅に連絡をしなけ
ればなりません。ですが、この日はい
きなり地下鉄を利用することが決まり、
私は内心ドキドキでした。どんな電車
に乗るのだろう・・・。乗せてもらえなか
ったらどうしよう・・・。しかし、そんな私
の思いは全く必要ありませんでした。
駅には、エレベーターがしっかり完備さ
れていて、すんなりとホームに行くこと
ができ、改札ではなんとお金を払う必
要もなく、なんだか拍子抜けでした。電
車に乗り込む際にも、なんとスロープも
リフトも使用することなくそのまま乗車
することが出来ました。あまりの感動に、
実はその時のことをあまり覚えていま
せん（笑）。こんな風に日本も様々な交
通機関に容易にアクセスすることが出
来れば、車イスを利用している方々の
行動範囲ももっともっと広がるのだと思
います。
 研修６日目。パトリック・オーハンズ小

学校を視察しました。まず私たちを驚
かせたのは、この学校の校長先生自
身が視覚障害をお持ちだったというこ
と。それでも、なんら変わりなく学校を
紹介して下さいました。この学校は全
校生徒の３３％が障がい児という統合
教育を推進する学校で、障がいのある
子もない子も同じ教室で授業を受けて
いました。しかし、テストの最高水準と
最低水準成
績の格差が
激しく、学習
のレベルも
あまり高くな
いそうです。
ですが校長先生は「生徒たち一人一人
が向上していればそれで良い、重度の
障がいを持つ子供も通常の子供と同じ
ように学ぶ機会を持って欲しい。」と、
おしゃっていました。この校長先生の
言葉に何か胸に込み上げてくるものが
ありました。成績を考えることはもちろ
ん大事なことだけれど、背が低い子、
背が高い子、勉強が得意な子、勉強が
苦手な子、障がいを持っている子、障
がいを持っていない子、こんな風に
様々な人がいるということを早いうちか
ら知り、共に生活するということもとて
も大事なことだと思います。校長先生
の思いの通りこの学校に通っている子
供たちは、
みんな生き
生きしてい
てとても輝
いて見えま
した。本当
に素敵な学
校でした。
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おしゃっていました。この校長先生の
言葉に何か胸に込み上げてくるものが
ありました。成績を考えることはもちろ
ん大事なことだけれど、背が低い子、
背が高い子、勉強が得意な子、勉強が
苦手な子、障がいを持っている子、障
がいを持っていない子、こんな風に
様々な人がいるということを早いうちか
ら知り、共に生活するということもとて
も大事なことだと思います。校長先生
の思いの通りこの学校に通っている子
供たちは、
みんな生き
生きしてい
てとても輝
いて見えま
した。本当
に素敵な学
校でした。
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その他、この研修では毎日リフトバ
スを使用していました。車イスを利用す
る私のために、毎日運転手さんがリフ
トの乗降をして下さいました。運転手さ
んは毎日違う方でしたが、どの運転手
の方も嫌な顔１つせず、毎日笑顔で対
応して下さいました。この些細なことが
私にとっては本当に嬉しかったです。
街でリフトから降りる際に、通行人の方
に迷惑をかけてしまったと思った時に
も、街の方は「Can I help you?」と、逆
に気遣って下さる方もいました。日本で
はそんな時も見てみぬふりをする人や、
迷惑そうな顔をする人もいます。しかし
ボストンの街にはそのような人は一人
もいませんでした。ボストンの地では、
福祉に対する心が隅々まで行き渡って
いました。どんなに制度の改革だ!!と言
っても、一番の要となるのはやはり人
の心です。資金がない、制度が悪いと

言って、何を変えても人の心が変わら
なければ何も変わらないのです。ボス
トンの福祉を直に感じ、改めて実感し
ました。
 今回の研修では、自分の視野を広げ
ることができ、自分の考えを持つことが
出来ました。ボストンの地を訪れ、実際
に感じた福祉はとても素晴らしいもの
でした。これらをいかに様々な人たちに
発信し、実践していくかが、これからの
課題だと思います。

最後になりましたが、今回の研修に
あたってご協力をいただいた、学校の
先生方、事務局の方々、櫻井さん、ボ
ストンでお世話になった方々、そして何
より・・・一緒に研修を行った、団員の
皆さん、本当にお世話になりました。そ
して本当に本当にありがとうございまし
た。
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 今回の研修のことは、学校からのお
知らせを見てお母さんから話を聞いて
始めて知りました。最初は研修の内容
もよくわからず心配もありましたが、遠
い国へ出かけて勉強することは自分に
とってきっと良い経験になると考え、思
いきって応募することにしました。決定
の通知をもらったときはとても嬉しくて、
家の人も喜びながら出発までの準備を
すすめてくれました。 

今回の研修では、水族館や大学、美
術館や図書館などいろいろな建物を見
て回りました。ボストンについた日に最
初に行った水族館は、とてもきれいな
建物で、今まで見たこともないくらい大
きな魚を見ました。館内のことについて
の説明も聞きました。その後のハーバ
ード大学では、ジョン・ハーバードの像
を近くで見ることができました。大学の
中もとても広く、僕の学校の近くにある
大学よりも広いことに驚きました。また、
クインシーマーケットという場所でお昼
にサンドイッチを注文しました。とても
大きくて全部食べられるか心配でした
が、全部食べられてとてもおいしかった
です。 

また、ボストン美術館ではたくさんの
絵や彫刻を見ました。特に、エジプトの
大きな像を見たときは、顔の作りが珍

しくてしばらく眺めてしまいました。館内
もとても広く、どの
建物も車椅子の
人が使いやすい
ようにできていま
した。ボストンは
色々なものが大き
い な と 感 じ ま し
た。 
 ボストン市役所に行ったときには、ボ
ストンの街の模型を見せてもらいまし
た。全部木
でできてい
て 、 と て も
素晴らしか
ったです。 

その後船
に乗り、船から貨物船や飛行機も見え
ました。ボストンの良い景色を見ること
ができて嬉しかったです。 

3 日目に行ったアダプティブ・エンバ
イロメンツでは、たくさん話を聞きました。
おみやげに学校のコースターも渡しま
した。コースターが喜ばれたので嬉し
かったです。また、その日、地下鉄に
乗る経験もできました。迷路みたいな
入り口から入っていき、みんなと一緒
に地下鉄に乗れたことが楽しい思い出
になりました。 
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4 日目にはテレビ局と図書館に行き
ました。図書館も大きくて立派な建物で
した。中にはパソコンやソファーがあり、
もちろんたくさんの本がありました。車
椅子の人のためのエレベーターもあり
ました。僕が気に入ったものは、たくさ
んのタイルが並べられているディスプ
レイです。
タイルの絵
は子どもた
ちが描いた
そうですが、
みんなそれ
ぞれに違っ
た絵があってすごいなーと感じました。 

テレビ局では、点字のついた名刺を
はじめてもらったことがうれしかったで
す。きっと目の不自由な人が便利なの
だろうなと思いました。 
 

最後の日に行った小学校では、車
椅子の人や足に器具をつけている人
が一緒に勉強したり遊んだりしている
のを見ました。ここでも、いろんな友達
に会うことができて嬉しかったです。小
さい友達が
たくさん遊
んでいてと
ても可愛ら
しいなと思
いました。 

 
 
 
 
 
 
 

ボストンの街をいろいろと見て回って
思ったことは、建物が広くて大きいので、
みんなが使いやすくていいなと思いま
した。小学校の建物も、日本の学校よ
りも大きくてびっくりしました。日本で僕
たちがすごしている学校も、もっと広い
といいなと思いました。 

最後に、今回の研修で一緒に参加し
た人たちとずっと仲良くすごせたことが
良かったです。さよならパーティーでの
中華料理もおいしかったし、大好きな
バスケットボールや車の本を買えたこ
とも良い思い出になりました。学校に
帰ってからも、バスケ部の友達と一緒
に見ながら楽しんでいます。 

みなさんに応援してもらって、この研
修 に 参 加
することが
できてよか
ったです。
本当にあり
がとうござ
い ま し た 。
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私が「福島型ユニバーサルデザイン
実践リーダー研修」へ応募した理由は、
アメリカと日本のユニバーサルデザイ
ンの違いを知りたいと思ったからです。 

団員に選ばれたばかりの頃は、うれ
しい反面、アメリカという未踏の地へ行
くことがとても不安でした。しかし、２回
の事前研修に参加する中で、他の団
員の方々とも交友が深まり、視察先の
様子や視察のポイントについて話し合
いを繰り返すうちに不安はなくなり、こ
の研修への期待が高まっていきまし
た。 

この研修を知る前は、「ユニバーサ
ルデザイン」という言葉は知っていたも
のの、正直言ってそれがどういうことを
意味するのかはわかりませんでした。
そんなとき、担任の先生から、ユニバ
ーサルデザインとは、子どもや大人、
お年寄り、障がいのある人、みんなが
使いやすいデザインのことを意味し、
日常生活の身近なところにたくさんあ
ることを聞きました。 

そこで、クラスの友達と一緒に自分
の通っている学校の中で探してみるこ
とにしました。私の学校には、車椅子
の友達も多くいるのでエレベーターが
設置されています。エレベーターでは、

ボタンが低い位置に設置され、音声で
扉の開閉や階を教えてくれたりする機
能がありました。また、車椅子用のトイ
レでは、手をかざしただけで水が流れ
るセンサーがついていました。その他
にも、廊下や階段の手すり、プッシュ式
になっていて力のいらない電気のスイ
ッチなど、普段慣れ親しんでいる学校
にもユニバーサルデザインがあふれて
いることを知り、とても驚きました。 
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今回の研修では、マサチューセッツ
州にあるボストンに行きました。赤レン
ガで造られた建物が多く、とても風情
のある街並みが広がっていました。そ
れは、日本で言えば、北海道の小樽に
あるような赤レ
ンガの家や建
物でした。また、
街中に緑があ
ふれ、とても気
持ちが良かったです。 

僕がアメリカに行って知りたかったこ
とは、文頭にも書きましたが日本とアメ
リカのユニバーサルデザインの違いで
す。僕が見た限りでは、ボストンの街の
どこを見ても必ず点字ブロックや、手す
りなどが付いていたり、公衆電話も誰 
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もが使いやすいように低いところに設置
されていたりしました。 

また、バス
や電車の乗り
物にも手すり
やリフトが付
い て い ま し
た。 

僕は、二本松市に住んでいます。駅
前周辺には点字ブロックや手すりが設
置されていますが、自転車などの障害
物が点字ブロックの上に当然のように
置かれていたり、手すりが汚れていたり
することが見受けられます。また、市内
を走るバスや施設の福祉車両には、リ
フトや手すりが付いているものもありま
すが、すべてのバスや福祉車両に設置
されるとまではいかないのが現状です。 

これがごく自然に、当たり前のように
設置されているところがアメリカと日本
の違うところではないかと感じました。 
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この研修に参加して感じたことは、ユ
ニバーサルデザインの考え方が、初め
からどんな人にも使いやすいデザイン
であるということです。子どもやお年寄り、
障がいのある人など、それぞれに合わ
せてデザインされたものではなく、どん

な人にも安心・安全で使いやすいという
ところが素晴らしいと思います。これは、
一言でいえば、「思いやり」であると思い
ます。すべての人が思いやりをもって共
に生活する社会が、ごく自然に営まれる
世の中になればいいと思います。 

ユニバーサルデザイン研修を終えて、
今後取り組んでいきたいことは、もっと
もっとみなさんにユニバーサルデザイン
について知ってもらいたいということで
す。自分からユニバーサルデザインに
ついていろいろな人に教えていきたいと
考えています。今回の研修で出会った
ユニバーサルデザインの器具などもたく
さん製造、開発され、世界中に広がると
いいなと思います。 

そして、何よりも、人間一人一人が
「思いやり」の心をもって共に生活する
社会を築いていけるように、まずは自分
から実践していきたいと思います。 

最後になりますが、今回の研修に参
加するにあたりまして、団長をはじめと
する団員の方々、学校の先生や家族、
研修を通じて出会った方々には大変お
世話になりました。貴重な経験をさせて
いただいたことに深く感謝申し上げま
す。 

ありがとうございました。 

 

「��������������
����
����
	���  

東日本国際大学附属昌平高等学校 ２年 直井 風子 
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私は、このボストン研修に参加する
までは、ユニバーサルデザインとは何
か知りませんでした。 

担任の先生から、このお話をもらい
ユニバーサルデザインについて調べ、
ユニバーサルデザインとは高齢者や
障がいのある人など、特別な人だけを
対象にしたものではなく、年齢、性別、
障がいの有無、言語の違いなどにか
かわらず、すべての人が対象であるこ
とを知りました。 

また、ユニバーサルデザインとは何
か知らない人が多いことを知り、この研
修に参加して学んだことをいろんな人
に伝えて行けたらと思い、ボストンへ行
って様々なことを勉強したいと言う気持
ちが強くなりました。 
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ボストンへ着くと綺麗な町並みが多
いことに驚きました。 

私が一番印象に残っているのは、ニ
ュ ー イ ン グ
ラ ン ド 水 族
館 。 こ の 水
族館はボス
ト ン の ウ ォ
ー タ ー フ ロ

ント地区にあり、
水族館内にはい
たる所にスロープ
がありました。 

車 椅 子 利 用 者
や、足の弱い人で
も見学しやすく、
小さな子供でも水
槽の中を見ることができるように踏み
台がつけられていました。 

この水族館が、いわき市にある水族
館「アクアマリンふくしま」のモチーフと
なったことを聞き、驚きました。 

次にボストン美術館では、足腰の弱
いお客さんには無料での車椅子の貸し
出しが行われていました。また、補聴
器の貸し出しもありました。さらに作品
に触ることができたり、写真を撮ったり
もできるようになっていました。車椅子、
補聴器の貸し出しについては日本でも
行われているところが多いのですが、
その以上のサービスがあることに感心
させられました。 

日本全国にある水族館、美術館、公
共施設など多くの人が集まる場所も、
これからは、誰でもアクセスしやすく、
使いやすいユニバーサルデザインの
考え方をもっと取り入れていけたらと思
いました。 
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もが使いやすいように低いところに設置
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行われているところが多いのですが、
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考え方をもっと取り入れていけたらと思
いました。 
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そのためには、多くの人たちにユニ
バーサルデザインを広めていかなけれ
ばならないと思いました。 
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次にパトリック･オーハンズ小学校へ
の視察をして、統合教育について知る
機会となりました。 

統合教育とは心身に障がいをもつ児
童生徒を障がいのない児童生徒と一
緒に教育することです。 

日本における文部科学省では、1997
年度から交流教育地域推進事業の実
施を全都道府県に依頼、地域や学校
の実情に応じた多様で継続的な交流
教育を推進しているそうです。 

パトリック･オーハンズ小学校におい
ては、1990 年から児童の 33％が障が
いを持つ児童生徒と聞きました。 

教室の中をのぞいてみると、障がい
のある児童とない児童が、一緒に授業
を受けています。 

教室の
中には 3
人の教師
が お り 、
障がいの
ある児童
には専門
の教師が対応していました。 

日本においては、障がいのある児童
は、養護学校へ行くことが多いと聞い
ています。 

 
 
 
 
 

統合教育が推進されれば、障がいの
ある、なしにかかわらず、共に生活を
送ることで、障がいに対する偏見もなく
なり、思いやる心を養うことにもなり、
障がいのある児童は、健常児からの良
い意味での刺激を受けることになるよ
うに思います。 

障がいがあるからと言って養護学校
に通わなければ
いけないという
考え方ではなく、
誰もが同じよう
に同じ学校で教
育を受けると言
うことが、ユニバ
ーサルデザイン
の考え方だと思
いました。 

日本でも統合教育が推進されていく
ことを願っています。 
 
������
今回のボストンでの経験を、学校、

地域で、多くの人たちに話していくこと
で、ユニバーサルデザインの考えを啓
蒙していきたいと思いました。 

この度は貴重な体験をさせていただ
き、ありがとうございました。 
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県立橘高等学校 ３年  古川 あゆみ 
 

 
 私はこの研修で、アメリカの進んだユ
ニバーサルデザインに触れ、その重要
性を再確認することが出来ました。中
でも特に３つの場所が心に残っていま
す。 
 １つ目はスポルディング・リハビリテ
ーション病院です。この病院は大変特
徴があり、趣味や好きなことをリハビリ
に活かすという取り組みを行っていまし
た。病院の前の広場には自転車やカヌ
ー、さらにはロッククライミングの器具
ま で が お い
てあり、とて
もリハビリ病
院 と は 思 え
な い 光 景で
した。パッと
見はおしゃれなアスレチックのような雰
囲気で、そのような環境なら患者さん
達もリハビリを楽しんで続けることが出
来そうだと感じました。それに加え、行
っているリハビリの種類も大変豊富で、
釣り・料理・ボウリング・読書等、患者さ
ん一人一人の趣味を取り入れ、より能
動的にリハビリに参加して患者の QOL
を高めるようなプログラムになっていま
した。私はリハビリといったら何か訓練
のようなものを想像していたので、この
病院にはとても驚きました。自分の好

きなことを手がかりにリハビリを受けら
れるのは患者にとってやりがいを感じ
ていける、嬉しいことだと思います。高
齢社会の日本でもこのような取り組み
をする病院が増えればいいと思いまし
た。 
 ２つ目はトーマス・クレーン公共図書
館です。バスから降りたとき、まずこの
図書館の綺麗な外見に心を奪われま
した。まるで
少 し 古 い お
城みたいで、
さらに周りは
緑 の 芝 生 に
あ ふ れ て い
ます。私は元々読書が趣味で、図書館
という場所も大好きなので、ボストンの
伝統的風景にマッチしたこのすてきな
図書館には感激しました。この図書館
は昔に造られた物なので、ところどころ
UD にするために改装したところもあり
ました。しかし、極力この外観を壊さな
いようにという配慮が見られていました。
UD は設備の面のみを重視してしまい
がちですが、見た目もみんなが利用し
たいと感じる上では重要なポイントだと
思います。この図書館のように外観も
含めたUDには良いセンスを感じました。
また、図書館が地域からのニーズに応
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え、様々な活動を行っているのが印象
的でした。例えばお年寄りの方や地域
の人が気軽に集まれるホールやカフェ
を併設したり、親子で図書館を利用で
きるように子供の図書がおいてある部
屋の側に読み聞かせなどが出来るス
ペースをつくったり、親子専用のトイレ
などがありました。お年寄りの方や車
椅子の方でも移動しやすいように床に
はほとんど段差はなく、図書スペース
と 廊 下 を
カーペット
の色で 分
け る な ど
の工夫も
施 さ れ て
いました。他にも本当にたくさんの細や
かな配慮が行き届いていて、どんな人
でも使いやすいようになっていて、ボス
トン市内の人々にとって自慢の図書館
となっているようです。外観は歴史を感
じさせる建物が、中身はとてもアクセス
しやすく、常に UD を意識した作りにな
っていたので、私はこの図書館がとて
も気に入りました。このようなすてきな
図書館が福島市にも出来たらいいなと
思います。 
 ３つ目はパトリック・オーハンズ小学
校です。学校の３３％が何らかの障が
いを持った生徒だと伺いました。しかも
この小学校は障がい児を受け入れる
ための特別な学校ではなく、一般の学
校です。日本では一般の学校には障
がいを持った生徒がほとんど見られま
せん。この学校はアメリカの中でも特
に進んでいるらしいですが、アメリカと
日本はこれほどまでに受け入れる態勢
が違うのだなとしみじみ感じました。私

が日本の学校と違うと感じた部分は、
少人数学級と教室にいる教師が多い
ことでした。２５人ほどの生徒に先生が
２，３人はつくようになっています。それ
が障がいを持った児童へのきめ細か
い指導を可
能にしている
ように感じま
した。この仕
組みは日本
でも学べる点
があるように思います。障がい児と共
に学ぶことで、生徒に互いに助け合う
心が生まれたとおっしゃった保護者の
方がいらっしゃいました。共に学ぶの
は時には難しい場もあると思います。
しかし、それ以上に共に教室にいるこ
とで得られる物もたくさんあるのだなと
気づきました。障がいを持った子も共
に学べる学校を日本でもつくっていっ
て欲しいです。 
 この他にも挙げたらきりがないほど
新たな発見や感動を経験することがで
きました。この研修全体を通して自分
の中で最も感じたことは、アメリカでは
障がいを持っていても生き生きと生活
していらっしゃる方が大変多いというこ
とでした。アダプティブのクリスさんを始
め、病院の人事部長さん、校長先生等、
たった一週間の中でも、障がいと共に
生活している方々とたくさんお会いする
事が出来ました。障がいを持っても職
に就き、また職場で昇進の機会が等し
く与えられる。それは本当に当たり前
のことです。しかし日本ではその当たり
前のことが当たり前になっていません。
日本では今後ますます高齢化が進み、
なんらかの障がいを持った人はさらに

身近になっていくでしょう。その中で就
学、就職等の機会でもＵＤが広まって
いかなければいけません。私はアメリ
カに行きそのことを初めて心から実感
出来たと思います。今後は出来ること
から少しずつ社会の中でＵＤを増やし
ていこうと思います。 
 最後に、研修を支えてくださった県庁
の方々、そして一緒に一週間過ごした
仲間に感謝したいと思います。私がこ
れほど充実した研修になれたのも、
皆さんのおかげです。高校生という人
との出会いが限られた身分で、皆さん
との出会いは大変私にとっては勉強に
なることが多くありました。ＵＤを学ぶと
いう目的のもとアメリカに旅だちました
が、ＵＤというのはただのデザインでは
なく、もっと血の通った、他人のことを
考える人間的なところからでている物
のような気がしました。それが私が研
修の中で学んだＵＤです。そしてこの研
修で得た職業、年齢、立場が様々な仲
間は、私の心の視野を大きく広げてく
れたと思います。これからももっと色々
なことを学んで、日本の社会や制度、
そして人の心もＵＤにしていけるように
がんばりたいです。
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が、ＵＤというのはただのデザインでは
なく、もっと血の通った、他人のことを
考える人間的なところからでている物
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私が、「ふくしま型ＵＤ実践リ－ダ－養成

事業」の研修に応募しようと思ったのは、
ある日突然担任の先生に「ユニバーサル
デザイン研修でアメリカに行ってみない?」
と言われたことがきっかけです。家に帰っ
てから一人で応募するかしないか迷いま
したが、アメリカに行くことは小さい頃から
の夢だったので行きたいという気持ちが膨
らみました。ユニバーサルデザインのこと
はほとんど知りませんでしたが、担任の先
生から教えてもらってなんとなく分かりまし
た。私の父は、大工です。その父の影響
で建物に興味を持っていたので、アメリカ
のユニバーサルデザインの建物はどんな
ものなのか見てみたいと思いました。「団
員に選ばれた。」という知らせを聞いたとき
は、涙がこぼれそうなほどうれしくて早くユ
ニバーサルデザイン研修に行きたいとい
う気持ちでいっぱいでした。 

 
� ������ 

７月と８月の事前研修では、研修の内
容が難しくて分からないことばかりでした
が、ユニバーサルデザインとは障がいの
あるなしにかかわらず、誰にでも使いやす
いという考え方だということがよく分かりま
した。また、グループのメンバーは初めて
会った人たちなのに、驚くほど自然に話す

ことができ、視察先の班別行動について
の話し合いでも盛り上がり、ユニバーサル
デザイン研修への期待がさらに膨らみま
した。 
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研修先のボストンの街は、日本と違い、 
 どこへ行っても段差がほとんどありません
でした。道路や建物の中は移動しやすくな
っていて、障がいのある人や子どもなどに
配慮した造りが印象的でした。 

研修一日目に訪れた水族館で最初に
目に付いた
の は 、 ガ ラ
ス 張 り の ド
アでした。中
の様子がよ
く分かり、開
放的で明る
い感じがしました。床は、緩やかなスロ－
プになっていました。さらに、館内の壁は
ぐっと低く、動物のまわりは壁ではなくガラ
ス張りになっていました。身長の低い方や
車いすの方でもまったく無理のない姿勢
で見ることができる造りでした。また、魚の
名前の表示や説明がライトで色別に案内
されていてとても見やすくなっていました。 
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研修三日目は、アダプティブ・エンバイ

ロメンツを視察しました。ここでは、人種・
皮膚の色・性別・出身国・年齢・信条等に
基づく差別を禁じた公民権による保護を、
障がい者も健常者と同様に受けられるこ
とを知りました。しかも、州政府や地方政
府が新築する一切の建物について障が
い者がアクセスできるようにすることを義
務付けているそうです。建物に変更を加
える場合についても同様だということや建
物の新築の条件は、公共施設だけでなく
商業施設についてもＡＤＡにより義務付け
されていることがわかりました。 
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研修四日目に訪れた公共図書館では、
館内の見取り図が色別に分けてあり、カ

ラフルでとて
も見やすいも
のでした。手
すりには、目
の不自由な
人 の た め に

点字で案内されていました。 
図書館を出るとき、驚いたことがありま

した。車いすの人がごく自然に車いすの
マークを押
してスッと出
て 行 き ま し
た 。 ユ ニ バ
ーサルデザ
インの利用 
 
 
 
 
 

に大変慣れていて、そこに住む人の生活
に当たり前に浸透している光景に出合い、
やはりボストンは進んでいるなあと思いま
した。 
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今回、「ユニバーサルデザイン研修」に
参加させていただき想像をはるかに超え
るような勉強をさせていただきました。こ
の研修で学んだことを忘れずにこれから
の生活に活かしていきたいと思います。
私は、ユニバーサルデザインの生みの親
であるロンメイスさんを大変尊敬していま
す。福島県においても、障がいのある人
や子どもなどに対してやさしい建物や街
づくりをすすめていかなければならないと
思います。そして、これらを２１世紀に残し
ていけるような仕事に自分も参加していき
たいと思いました。 

最後になりましたが、「ユニバーサルデ
ザイン研修」をすすめてくださった担任の
先生や家族、研修中にお世話になった団
長、引率の先生方や団員の方々、現地で
出会った多くの方々に深くお礼を申し上げ
ます。本当にありがとうございました。 
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私がこの研修に参加して最も感動した

のは、アメリカの障がい児に対する教育支
援である。障がいのある子供に対し、保護
者や教員のほかに、多くの専門家が加わ
り、０歳から一人ひとりの発達に応じた支
援計画が作成され、それを十分に活用し
た教育支援がなされている。 

福島県でも、就学前から就学時、そして
社会に出てからの支援を円滑にするため
に、「個別の支援計画」や「個別の移行計
画」の作成が進んでいるが、アメリカのよ
うに、様々な分野の専門家が参画して個
別の計画を作成し、さらにそれを活用して
いくには、まだまだ多くの整備が必要であ
ると感じている。 

特に２歳までの個別家族サービス計画
には、障がい児本人への早期教育支援に
とどまらず、家族への支援が盛り込まれて
いる。 

私には知的障がいと身体障がいを併せ
持つ重複障がいの子供がいる。 

障害がどのようなものであろうと、親は
一番その子に適した教育を受けさせたい
と願うものである。精神的にも閉鎖的にな
りがちな幼少期の子育ての時期に、出生
時から障がい児を抱えた家族に対しての
心のケアや、３歳からの個別教育計画に
つなげるための連続的な教育サービスが
提供されることは、保護者にとっては心強

い支援であると思う。 
ボストンでの研修中、私達は視察先で

たくさんの障がいのある人達と出会った。
ボストン市役所の福祉担当者、スポルディ
ング・リハビリテーション病院の人事担当
者、アダプティブ・エンバイロメンツのスタッ
フ。みんな障害ありながら、それぞれが主
要なポストで重要な仕事を任されていた。 
この事実は、障がい児・者に対する学力
の向上や自立を目的とした教育支援と、
就労に際し障害を理由に差別をしてはな
らないことを盛り込んだ ADA法が機能して
いることを実感するものであった。 

アダプティブ・エンバイロメンツのスタッ
フは、電動車いすを自分の足のように使
い 、 広 い 事
務所の中を、
障害を感じさ
せないくらい
の 速 さ で 移
動していた。 
機能的な限界は環境によって左右される。
障害を補える環境が整えば十分に就労や
自立が可能な人達が私たちのまわりにも
たくさんいる。 

１９７０年代、アメリカで「障がい者を施
設から解放する運動」が起きたとき、障が
いのある人達が移り住む地域は、学校や
図書館、住宅から公共の場まで、受け入

れる環境は整っていなかった。その解決
のためにアダプティブ・エンバイロメンツが
活動をはじめ、現在に至っている。 

障がいのある人が地域の中でいきいき
と生活を送るために私たちがすべきことは、
彼らを受け入れることの出来る地域社会
の実現と、それを行っていく人材の育成で
あると感じた。 

私は今、障がいのある子供たちのため
に放課後や休日の余暇支援を目的とする
NPO の活動に携わっている。市の委託を
受けて運営している学童クラブは、市内の
養護学校や特殊学級の子供達のほか、
学区にある小学校の子供達も利用する、
統合教育の学童版である。 

子供達の間にバリアーはなく、耳の不
自由な友達のために手話を習いたいと子
供達から声があがる。ユニバーサルデザ
インとは本来、こういうことの積み重ねか
ら生まれてくるべきものだと思う。 

私は高校生のボランティア養成にも携
わっているが、障がいのある子供達との
かかわりの中で、進路を変えるくらいの大
きなものをつかんでいく学生もいる。 
 たとえ重度の障がいがあったり、コミュニ
ケーションがとれなくても、彼らは何の計
算もなく私達に大切なことを与える力を持
っていると、パトリック・オーハンズ小学校
の子供達同士のふれ合いを見ていて改め
て感じた。 

私達のまわりには、障がい者や高齢者、
子供や妊婦、いろいろな支援を必要とす
る人達がたくさんいて、疑似体験だけでは
理解できない場合も多くある。 

それでも私たちに出来るのが何かを考
え、歩み寄ろうとする気持ちがあれば、そ
れが「心のユニバーサルデザイン」である
と思う。 
今回のボストン研修への参加に際して

は、子供のこともあり、一大決心で臨んだ
経緯がある。一週間という長期の研修が
可能になったのは、家族の理解はもとより、
家庭と学校と学童クラブの連携が大きな
要因だった。 

地域の中に支援を必要とする人達の受
け皿があるということは、出来ないと思っ
ていたことを可能にするということを、今回
身をもって体験することができた。 
 今後も障がいのある子供達への理解者
を育てる活動を通して、地域にユニバーサ
ルデザインの必要性を発信していきたい
と思う。 
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要因だった。 

地域の中に支援を必要とする人達の受
け皿があるということは、出来ないと思っ
ていたことを可能にするということを、今回
身をもって体験することができた。 
 今後も障がいのある子供達への理解者
を育てる活動を通して、地域にユニバーサ
ルデザインの必要性を発信していきたい
と思う。 

 
 
 
 
 
 
 

65

個人別レポート 個人別レポート



 

 
����������������  

                 佐藤 玲子 
 

 
 私は、住宅を中心に建築設計をな
りわいにしています。ときどき、まちづ
くりにも首を突っ込んだりしています。 

 私は悩んでいました。 
住宅の玄関を開けるなり飛び込ん

でくる、縦横無尽に取り付けられた、
これ見よがしの手摺･････コレって美
しい？人にやさしいまちづくり条例の
コンプライアンスに明け暮れてない？
デザインってやっぱり美しくなくちゃ。
誰もが使いやすく、痒いところに手が
届いた瞬間「そう、そこそこ！」といっ
たようなフィット感で、さりげなく、しか
も美しく、そんなしつらえを考えたい、
と。 
 単体･点としての建築で悩んでいま
した。そしてまた、線･面といったまち
づくりでも迷っていました。 
 古い建物や資産を活かしながら、
先人の知恵（雨仕舞）として残された
段差や、「ちゃんこちゃんこ坂」などの
名の残る、飯坂の風情をたいせつに
しながら、ユニバーサルなまちづくり、
って何だろう？と。 

そんなことの突破口を求めての応
募でした。 
 さ あ 今 「 そ れ ら に 答 え が 出 せ た
か？」と問われると、正直、まだ自信
が持てずにいます。 

  初日、アメリ
カ 発 祥 の 地 と
言われるボスト
ンの、当時のま
まの、赤レンガ
の町並･今にも馬車音が聞こえてき
そうな石畳･ガス灯の残るビーコンヒ
ルに立って思ったこと･････。 

「何、この坂？」ちょっと歩き回るに
は急な坂、坂、坂。通訳の松川原さ
んについ聞いてしまいました。「ボスト
ンの体の不自由な方から、『この坂は
急で歩きにくい』って声はあがらない
のですか？」に対する答えは、「ボス
トンの障がい者の人たちは、歴史あ
るまちに手を加え、変えてまで、自分
たちが歩きやすくなることは望んでい
ないと思いますよ。」 

歩道で見かけた、点字ブロックと見
まちがえたレ
ンガの凹凸と、
道路さえも斜
め に 横 断 す
る 赤 い ラ イ
ン ： フ リ ー ダ
ムトレイルに
沿って歩くと、
１６ヶ所の独
立 戦 争 の 史

跡を巡ることができるようになってい
ました。 

アメリカ合衆国としての歴史の浅
いこの国では、１９９０年に施行され
たＡＤＡ法のコンプライアンスと、歴史
や史跡を天秤にかけたとき、「今を生
きる者は、次の時代へこれらを伝え
るバトンランナーである」と思っている
のだと知りました。一度破壊したら二
度と再生できない！その罪深さを知
っているのだ、と思いました。トーマ
ス･クレーン･パブリック図書館もしか
りでした。アメリカ最古のステンドグラ
スが美しい古い建物のほうは手を加
えず、そこでは階段の手前に人員を
配置することで、体の不自由な方が
階段の先にある本を必要としたとき
に、応えられるようになっていました。 
 この夏、応援団をしているふくしま
城下まちづくり協議会界隈の蔵が、
また２つ、土と化したのを、唇を噛ん
で見ていたばかりでした。 
 
 歩きながら、車
椅子マークのさ
りげなさに気づ
きました。ボスト
ンでは、そばま
で行かないとわ
からないぐらい
小さい表示なの
です。 

ユニバーサル
デザインの日本
での先進地熊本
では、わかりや

すく大きいピクト
グラムに目を引
かれ、シャッター
を切っていまし
た。 

やっと思い当たりました、ＡＤＡ法
の存在に。ボストン、いえここアメリカ
では、車椅子で出かけても、必ずアク
セスできることが保証されているのだ、
と。段差がないのは当たり前なのでし
た。この安心感は何ものにも代えが
たいものだ、と思いました。ピクトグラ
ムが大きい必要がない、それはまち
の美しさを損ねない、ということでもあ
りました。 

歴史への敬意と、たぶんボストン
の人々のＤＮＡにある、美しいものへ
のこだわりが、このまちの景観を魅力
的にしているのだ、と思いました。 

 
 そして、ＡＤＡ法の先にあるものな
のでしょうか。この視察で私が一番心
動かされたのは、パトリック･オーハン
ズ小学校で見た、私たちも一緒に食
べましたが、知的障がいの子とそうで
ない子が一緒に給食を食べていたと
きの光景です。おなかがすいて先に
食べ終わってしまった子が、もっと食
べたくて食欲のままに、まだ食べ終
わっていない子の分に手を出してし
まいました。なぜ食べ終わるのに時
間差が生じてしまったのか？それは、
その子が食べやすいように助けてあ
げていたからです。助け合うべきこと
は助け合い、人間として互いを尊重
すべきことは尊重し、きちんと主張す
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べきことは主張する、それは相手に
知的障がいがあっても、一旦は言う
「これは私のよ。あなたのは食べ終
わったから、もうないのよ。」と。知的
障がいを特別視しない。真剣に言う。
そしてただならぬ勢いに、その子はた
じろぎ、一瞬手を引っ込め理解したか
に見えた。子どもの頃から、まっさら
な心で、自分とは違う人間の存在を
知る。そして理解する。この何気なく
刷り込まれていく、相手を尊重する思
いこそが、ユニバーサルデザインの
原点ではないか、とつくづく思ったの
です。 
 
 奇しくも連日同行して下さった、アダ
プティブエンバイロメンツの特別研究
員の、井上滋樹さんの口からたびた
び発せられたことば「インクルーシブ」
「ソーシャル･インクルージョン」（：み
んな一緒）という発想から、すべてが
はじまっていると思いました。 

アダプティブ･エンバイロメンツでは、
ハーバー･アイランドを電動車椅子で
疾走してみせたクリスさん、をはじめ
多くのスタッフが、ボストン市役所で
はスピネットさん、スポルディング･リ
ハビリテーション病院ではオズワルド
さんが、小学校ではビル校長先生が。
体の不自由な方が、社会の中心で声
を出し、参加して、まちやものを創っ
ていました。それはＡＤＡ法施行以降、
訴訟社会のアメリカだからこそ急進で
きたのかもしれませんし、社会が
人々が、そうなるよう努力してきたか
らでもあったと思います。また、古い

ものをだいじにすることや、デザイン
的な美しさを尊重することで生じたバ
リアは、極々自然体で身につけた、
相手を思いやることや声をかけ合うこ
とで、乗り越えているように見えまし
た。ＡＤＡ法はあるけれど、そのコンプ
ライアンスよりも、心のユニバーサル
デザイン（教育）が、ソーシャル･イン
クルージョンのプロセスこそが、私の
分野であるハード（物理的な）面のユ
ニバーサルデザインの具現化を、突
き動かしているように見えました。 

ボストンで出会った人々から、年齢
を越え障がいを越えもう一つの私の
家族となったメンバーから、ひとりよ
がりに勝手に閉塞感に陥っていた私
は、たくさんのサジェスションをいただ
きました。視界が広がったように思い
ます。試行錯誤しながら、でもここか
ら少しずつ、さあ羽ばたかなければ、
今そう強く思っています。 
カム･トゥギャーザー！ 

 
最後になりましたが、この研修で支

えていただきましたすべての皆さまに、
心より感謝申し上げます。 

ほんとうにありがとうございました。 
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                       曽我 啓子 
 

 
本年度も「ふくしま型ユニバーサルデ

ザイン研修」を施行してくださり感謝致し
ております。 

３０年近くジャンルの違う４つの商売
に携わって来ましたが、３年前に身障の
手帳をいただくようになり、現在はＮＰＯ
ストロークセンターに所属しております。
そこで、常に自立して利益を上げるため
には何をしたらいいのか、技術のない
私は自問自答の毎日でした。そこで＜
ユニバーサルデザイン研修＞の募集を
しているのを見た瞬間「これはチャン
ス！」と思いました。幸いにも団員資格
を得ることができ今後の私の人生に大
きな収穫をいただけた研修になりまし
た。 

現在盛んに自立支援法のことを耳に
します。私もいろいろな障がい者の方と
関わっておりますが、一生懸命頑張って
いる方もいらっしゃいます。しかし商売と
して成り立つところまではかなり厳しい
ものがあります。最初は、義理、または、
同情のような感覚で障がい者の作った
製品として買ってくださるかもしれませ
んが、商売としては、ほんとにお客様が
欲しいものを作ることができなければ、
なりたたないと思います。作品をつくる
だけでなく、身体をつかっての仕事など、
障害の内容と程度により仕事は出来る

が日本ではまだまだ受け入れられない
のが現状です。 

一般的にユニバーサルデザインとい
うと、階段部分がスロープとか、建築
物・道路標識とか頭に浮かびますが、
私のユニバーサルデザインは障がい者
の出来ないことを健常者がフォローして
共に楽しく仕事をして幸せになるために
努力する。人間は幸せになるために生
まれてきたのだと思うし、たまたま身体
に大なり小なりの障害があるだけで健
常者と同じであるし、誰でも年を重ねる
ことにより様々な障害がでるものです。 

しかし、いろいろ話には聞いておりま
したが、研修に参加させてもらいつくづく
アメリカとの大きな違いを感じました。そ
れは、研修二日目にボストン市役所を
見学した時に、福祉課に十年間在籍の
スピネット氏にお会いできた事でした。ミ
ーティング中にも市長から直の仕事の
電話がかかってきてとてもお忙しい方で
すが、四十年前の事故により現在は右
膝から金具がはいり、歩くのに不自由な
生活をしてらっしゃるにもかかわらず、と
てもパワフルに楽しくお仕事をされてら
っしゃるお姿を現場で拝見させていただ
き感激致しました。明るく包容力があり
素晴らしいオーラが出てらしたスピネッ
ト氏を一目で大好きになりました。 
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アメリカ社会では「米国障害者法」と
いうものが制定されており、雇用面でも
人種、出身国、皮膚の色等の差別禁止
と同じように、障がい者雇用が健常者と
同等に扱われます。もちろん障害に応
じた設備対策をして同等の位置におい
て、採用者側の仕事にあった者が雇用
されます。障がい者だから「やってもらう
のは当たり前」じゃなく「自分の可能な
限り挑戦する」という姿勢が本人の顔つ
きから容姿、体全体から自信が伝わっ
てくるのでしょう。わたくしは、自分自身
に欲しかった素適な自信と明るさと優し
さを、全て、大きくもってらしたスピネット
氏にとっても親しみを覚えました。私の
手渡したちょっとした名刺の工夫がとて
も気に入ってくださったこともとてもうれ
しかったです。 

この研修に参加できたお蔭で自立す
るための勉強や、アメリカンパワーを肌
で感じてきました。 
側近のアニータさんも歓迎してくれま

した。彼女は二ヶ月前まで車椅子生活
をしていて現在は職場復帰してきた方
です。最近、
障がい者の
お友達がエ
イズで亡 く
な り と て も
悲しい毎日
で し た が 、
日本から障がい者と健常者が一緒にボ
ストンに研修に来てくれて今日はとても
幸せだと話してくれました。お別れぎわ
にスピネット氏からの「貴女は頑張り抜
く力がある。応援していますよ」との言
葉に感激して、私のこれからの人生に
大きな力となりました。 

最後に教育の都市ボストンでもとても
レベルが高く、入るのにも厳しいという
学校を視察してきました。 
パトリック・オーハンズ小学校はとて

も素晴らしい教育をしていました。これ
ぞ[ユニバーサルデザインの原点]だと
思いました。障がいのある生徒たちの
それぞれのニーズに合った教育を的確
に把握して
いると思い
ま し た 。 健
常な生徒と
分け隔て無
く、また、生
徒たちも何
の違和感も
無く勉強し
ている姿を
見たときに
何年か後の
福島もこの
ようになればと思いました。キラキラと
目を輝かしながら私のところに寄って来
る生徒たちとスキンシップしながら、数
十年前の学生時代のなつかしい教育実
習を思い出し、楽しいひと時を過ごした
時に私の中で沸々と湧き上がるのを覚
え何かふっ切れた気持ちになりました。
障害があっても、人間として尊厳を持っ
て生活できる社会でなければならないし、
自立して一般就労で関わりを持ちなが
ら離職しないよう、障がい者の視点で必
要な支援をもらえるようになることが大
事だと思う。今、私に出来ることは、手
に職をつけ、障がい者の方々と一緒に
勉強しながら、健常者は「障がい者だか
ら」と変に気をつかわず、障がい者も
「やってもらって当たり前」というおごりを

持たないで関わっていけたらと思いまし
た。プラス思考の私は、「これぞアメリカ
ンウェイだ」と感じるパワーある人達に
お話を聞いて、障がいを持った生徒と健
常者の生徒が、強者が弱者を守るとい
う戦前の日本の思いやりの精神を育て
る小学校を研修できてとても感謝してお
ります。日本では、障がいを持った児童
や車椅子生活の方、杖を必要とする方、
また、介助無しでは外出できない方々
が、あちらこちらバリアフリーになったと
はいえ、一歩も踏みだせないでいます。
少しでも外出する機会をもうけて、いろ
いろな人達と関われる楽しみが持てま
すようお手伝いしてゆきたいと思ってお

ります。 
私がボストンに行って素敵な方々と

の出会いによって、大きなエネルギーを
いただいたように、人は多くの人に出会
うことによって成長できる事を実感しま
したので、尊敬するスピネット氏に、少し
でも近づけるような人に成れますように。 
そして、いつの日か再びボストンに行っ
て、素適な報告ができますように。 
日々大きな夢をもってまい進していきま
す。 

最後に今回の企画に関わって細部に
わたりお世話くださった方々に、心より
感謝申しあげます。 
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                         村松 禎 
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 私は福島県中途失聴・難聴者協会の
代表をしており、私自身聴力障がい者
である。この研修視察については、以
前より案内要綱で承知していたが仕事
の都合上、参加を断念していた。今回、
時間が取れることになり参加を決意し
た。 
 特に１９９０年に施行されたＡＤＡ法に
関心があったので、どのように実施さ
れているのか実際に確かめてみたいと
思っていた。 
 ＡＤＡ法とは人種、皮膚の色、性別、
出身国、年齢、信条に基づく差別を禁
じた公民権による保護を障がい者も同
様に受けられ、公共施設、雇用、交通、
各州政府と地方政府によるサービス、
通信について障がい者に均等な機会
が保障される、という法律である。 

聴力障がい者は耳が不自由なため
多くの情報が得られない。最近、日本
でもテレビに字幕が表示されるように
なったが、まだまだ不十分であり、公共
施設には情報保障の設備がなく社会
参加しようにも出来ない状況にある。
雇用面においても理解が乏しい現実
がある。 
 バリアフリーというと障がい者を対象
とするが、高齢化社会であり加齢ととも

に耳が不自由であったり、目が見えに
くくなったり不自由が重なる。これらの
状況を踏まえるとこれからの社会にお
いて安心・安全に暮らすためにユニバ
ーサルデザインの考え方が基本になっ
てくると考える。 
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それぞれ視察した中で耳や目の不
自由な人のために尽力している「ボスト
ン公共放送ＷＧＢＨ」は字幕放送や感
覚障がい者のための便宜に力を入れ
ていた。詳細
に つ い て は
各施設の報
告 の 中 で 述
べ ら れ て い
る。 
 各パートの
ス タ ッ フ の
方々が懸命
に研究し、サ
ー ビ ス を 提
供している姿
に感動した。日本ではＩＴ・放送メディア
や行政に携わる人たちの支援や協力
なしではこの面でのＵＤ実現は難しい
のではないかと感じた。 
 ホテルについても関心があった。アメ

 

リカのホテルでの「ユニバーサルデザ
イン」は１９９７年に正式な規格として確
立された。９７年以降の建築のホテル
には以下のような設備がある。 
○聴覚障がい者用の電話機能 
○字幕付きテレビ 
○拡声機能受話器付き電話 
○電話発信時シグナル 
○聴覚障がい者のための緊急時ドアノック 

などであるが、今回宿泊したホテルは
それ以前に建築されたため設備がなく
確認できなか
ったのが残念
であった。備
え付けられて
い た の は 字
幕付きテレビ
と火災のとき
に点滅する火
災報 知点滅
機が廊下のド
アの上部にあ
っただけであ
った。 
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 障がい児が健常児と区別なく共に学
ぶ機会を作っているパトリック・オーハ
ンズ小学校を見学した。健常児と障が
い児が一緒に学んでいた。全校生３
３％が障がい児であるということで驚い
た。日本では考えられないことであり、
さすがアメリカの風土で可能なのかと
思われた。授業参観したがどの生徒が
健常児で障がい児なのか区別がつか
なかった。もちろん教師は一人でなく
２・３人で T･T (Tｅａｍ・Tｅａｃｈｉｎｇ)指
導していた。特殊教育専門の教師がつ

いている。 
 日本のように健常の生徒だけのクラ
ス編成であるとその中で優劣の序列が
生まれやすくいじめの問題が出てくる
のではないだろうか。幼少期から障が
い児や体の弱い子どもたちと一緒に過
ご す こ と に
よ っ て い ろ
いろな人が
いるというこ
と を体で 実
感 でき、 思
いやりやボランティア精神などが育ま
れて行くのではないかと思われた。健
常の子どもを通わせている、案内してく
れた日本人の保護者がそう語っていた
のが強く印象に残った。 
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日本でよく質問されるのは「障がい
者がどこにいるのかわからない」という
ことである。とかく日本の場合は健常
者と身障者が隔離される傾向にある。
聴力障がいのように外見上わからない
障がいもある。であるからどこに「身障
者がいるの」ということになってしまう。
身障者が一般社会に出て行けば好奇
の目にさらされる。 

日本の風潮では集団と同じでなけれ
ば異質者になってしまう。異質者は排
斥されるというのが日本の風土である。
小学校視察ではＵＤ精神を育む示唆を
与えてくれた。 

このたびの海外研修メンバーは健常
の高校生、身障者の高校生、健常の
成人、身障者の成人、福祉関係、建築
関係、教師、行政側と多岐にわたり構
成され、これだけでＵＤを実践できるミ
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������
 障がい児が健常児と区別なく共に学
ぶ機会を作っているパトリック・オーハ
ンズ小学校を見学した。健常児と障が
い児が一緒に学んでいた。全校生３
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ニ世界であった。私は聴力障がい者で
あるがそれがどういう障がいであるの
か、特徴など理解してもらいたい側面
もあった。他の障がいについても理解
を深め得るのに十分意義ある研修で
あった。 
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 今回、アメリカのボストンを視察した
が、アメリカは多民族国家でそのルツ
ボである。肌の色や頭髪の違いなど生
活の場面で体感できる。いろいろな相
違があって当たり前というお国柄であ
る。宗教はキリスト教が多い。どちらか
というと“集団”より“個”を尊重するお
国柄である。それぞれの違いがあって
当たり前という国ではユバーサルデザ
インは浸透、普及しやすい。 
 日本の場合はヨーロッパのように国
境を接しているわけでもなく、島国でそ
のため他国との交流も少なく長い鎖国
時代があった。同一、単一民族で髪の
毛は皆黒く、宗教は仏教である。その
ため“個”より“集団”に重きを置く行動
パターンの風土である。皆と同じ、周り
と同じでないと異質の存在とみなされ
る。無意識のうちに皆と同じ行動とる。

このような風土の中では、例えば金髪
の人はジロジロ見られたり、身障者は
物珍しそうに見られたりする。“個”は
あまり尊重されない。むしろ異端者に
なりがちである。異端者は排除される。 
 そのようの風土の中でＵＤを浸透させ
ることは容易ではない。しかし、やらな
ければならない。そうでなければ“思い
やり”、“優しさ”、“安心”、“安全な”社
会が実現しない。 
 少子高齢化の社会となり社会生活環
境のソフト面、ハード面を変えて行かな
ければならない。現在は健康な人でも、
いずれは老い体が不自由になってくる。
“今日は人の身、明日はわが身”にな
るわけである。将来の自分のためにも、
そして他人のためにも意識改革をして
おかなくてはならない。 
 ＵＤ精神、浸透は待ったなしである。
急がなくてはならない。根気よく、一歩
一歩と、ちりも積もれば山となるごとく、
ＵＤの考え方を啓発していかなければ
ならない。ＵＤに関心がもたれ、浸透し、
県民ひいては国民生活の基本となるよ
うな社会の実現に向けて努力していき
たい。 
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渡邉 大輔 
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ＵＤって言葉を初めて見聞きしたのは
大学３年の秋、東京ビッグサイトでやっ
てた「国際福祉機器展」を見た時だね。
どの企業のブースだったか覚えてない
けど、「全ての人にとって使いやすい。」
って触れ込みに、「これの何処が使いや
すいんだ。偽善のような態度で障がい
者に物を売るな。」と、かなり批判的に
思ったなぁ（笑）。どちらにせよ UD を表
面的にしか理解していなかったと思う。 

もともと、オイラが小学校 3 年の時に
母親が呼吸器の難病を患っていたから、
障がいを持った人について偏見や差別
ってのは全く無かったけど、4 年前に仕
事で 2 級ヘルパーの資格を取った時点
で、障がいの種類や、ＵＤの重要性をし
っかりと理解することが出来たと思う。 
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こん時は、肺が悪い母親の在宅生活

を、少しでも楽なものに出来ればなぁ、
って言うオヤジの配慮もあって。でも、
実際に行って見たら、あれもこれも全て
新鮮で、母親のこと全然頭から吹っ飛
んでた（笑）。 

でも、障がいを持った人たちが会場を
行き来し、各ブースの接客担当と話をし、
生き生きとしている姿には感動した。自
分の母親を含む障がいを持った人たち

が、自信を持って街を歩ける様にできた
らなぁって、切に願った。 
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 そうだね。まだ中学校のとき、体が不
自由な母親が授業参観に来た時に、階
段を登るのを介助していたら、同級生か
らマザコンとか言われて。「こんちくしょ
う！」って思った時から、障がいを持って
も、誰からも冷ややかな目で見られるこ
とがない社会を作りたいって、思ってた
からね。お前は政治家かってね？（笑） 

それに、高校を出て大学・仕事で、約
8 年都会暮らしをして、いわきに戻って
きたんだけど、高校時代と比較して、
「高齢化がすすんだなぁ。」って感じたの
さ。確かに都会は若者が多く住んでる
けど、それにしても何でこんなに「年老
いた街」に感じるんだろうって考えた。 
良く観察していると、階段を登ったり、横
断歩道を渡るのに苦労する高齢者の姿
が凄く目に付いてさぁ。高齢者が街に出
てくる準備が不足しているって感じたの
さ。公共交通機関だったり、道路・建物
だったり、そういったものが都会と比較
すると、凄く貧弱に見えたのさ。あとは、
心の部分。例えばスーパーの身障者マ
ークの付いた駐車場なんか、元気なオ
バちゃんが気にも留めず堂々と駐車し
たり、車高を落とした高級車が停まって
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も、誰からも冷ややかな目で見られるこ
とがない社会を作りたいって、思ってた
からね。お前は政治家かってね？（笑） 

それに、高校を出て大学・仕事で、約
8 年都会暮らしをして、いわきに戻って
きたんだけど、高校時代と比較して、
「高齢化がすすんだなぁ。」って感じたの
さ。確かに都会は若者が多く住んでる
けど、それにしても何でこんなに「年老
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だったり、そういったものが都会と比較
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いたりで、あまりに配慮が足りない状況
に腹が立つ事が多くなってきたから、じ
ゃぁ ADA 法で制限されているアメリカっ
てどうなのさって思って、行って見たいと
思ったのさ。 
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 まずは水族館、あそこまで緩やかなス
ロープでフロアを繋いでくれれば、例え
ばウチの
母親みた
いに階段
を 登 る と
息切れが
す る と い
う人でも、
ゆっくりと歩いて見て来れるし、脳梗塞
の後遺症なんかで、足を引き摺って歩く
人なんかでも、危険は少ないよ。実を言
うと、1箇所だけスロープやエレベーター
で行けない部分があったんだけど、そ
れ以外のところで、あれだけ配慮しても
らっていれば、文句は出ないんじゃない
かな。 
 次に、放送局「WGBH」クローズドキャ
プションの普及は、とっても重要だと思う
し、なかなか浸透・普及しない事から、
それを法律として定めたということが素
晴らしいと
思 う 。 あ と
は、災害や
緊急 事 態
の 時 に 視
聴 覚 に 障
がいをもっ
ている人たちへ、どうやって情報を素早
く正確に伝達するかの研究をしているっ
て話をしてたけど、日本でも真剣に考え
て行くべきだと思った。 

街自体が文化財に指定されていて建
物の大規模改修が出来ない「ビーコンヒ
ル地区」なんかを見ると、段差だらけだ
し、地域一帯が「障がい者への配慮は
していません」って言い切れる状態。こ
の地域では ADA法よりも文化財の保護
が優先されるって事だったけど、それも
当たり前の事なんだよ。だって例えば、
法隆寺をＵＤ対
応に大規模改
修しましょうとは
ならないでしょ。
だけど、街の一
区画が指定さ
れているという
と、スケールの
大きさが凄く新
鮮に感じたよ。 

あとはねぇ、今回ボストン市内の地下
鉄にも乗ることができたんだけど、車イ
スを使っている団員の江連ちゃんなん
かも、とても使いやすかったって言って
たし。ってのは、日本の鉄道の駅だと、
階段はあってもリフトが無いって駅もか
なりの数あるでしょう？。日本の鉄道会
社も段々にエレベーターを設置してきて
はいるようだけど、まだまだ全駅とまで
は行かないのが現実。だけど、ボストン
の駅は当たり前に付いてるし。しかも、
日本の地下鉄で車イス利用者が利用す
るときは、
駅の係員
に話をして
準備をして
もらわなき
ゃならない
でしょ？ 

今回、江連ちゃんは、エレベーターで

降りて来たと思ったら、そのまま電車に
乗っちゃったよ（笑）。 

話しがアッチコッチに飛んじゃったけ
ど、どちらにせよ、今回の視察ではボス
トンでは障がい者への配慮が当たり前
にされていた。 

また、UD って何なんだろうって疑問
は、随分と理解することが出来たんじゃ
ないかな。あとは、障がい者の社会参
画が進むだけの、常識と優しさがある国
だと言うことも分かった。 
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 UD について、「全ての人が使える」っ
て公平性の原則も、アダプティブのフレ
ッチャー所長のレクチャーの中で、「身
体機能に制限がある人たちに焦点を当
ててデザインすることで、身体機能に制
限の無い人たちにも使うことのできるデ
ザイン」と分かりやすく定義してくれたり
で、今までこれって UD なのかな？と思
っていた製品が UD に見えるようになっ
て来た（笑）。でも、まだまだイカサマ UD
の製品が多いのも確かだけど（笑）。 

あとは、例えば、障がい者が働いて
いる姿を見る機会がとても多かった。帰
国してから周囲を見渡すと、いわき市で
は果たして・・・？（^^;A となっちゃうもん
なぁ。もちろん自分の会社も含めてね。 

一言ではなかなか言い表せないし、
誤解を生む発言だけど、障がい者の
個々の権利と尊厳を真に認めている国
だと思った。そして障がい者を受け入れ
て、自分達の仲間として、暖かく接する
国民性だとも思った。 
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アメリカから帰ってきて、改めて現状

を見ると、障がいというものに対する理

解不足からくる誤解や、障がい者に対
する偏見や差別も少なからず存在して
る。また、若手の街づくりを目指す人た
ちの集まりですら、ＵＤについて問いか
けても、あまり反応がないのが現実。 

自分達はまだ障がいをもっていない、
または若いので不安がない。だからＵＤ
について真剣に取り組むことが出来な
いのではないかと思う。 

これからＵＤの社会を具現化していく
ためには、生活する人、一人ひとりに自
分や家族が障がいを持ってしまった
ら？、明日はわが身なのでは？と問い
かけていくしかないと思う。 

そして、障がいという事を正しく理解し
た上で、実際に障がいをもつ人たちに
対して、ほんの少しの配慮を持って温か
く接することが、ＵＤの実現に繋がって
いくことだと思った。 

今回の視察では、本当に素晴らしい
経験をさせてもらったと思ってる。オイラ
はこれから、イチ社会人として、まちづく
り団体に参画する者として、今回の経験
と気づきを人に伝えていくことに汗をか
いていきたいと思ったよ。 
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今回の視察では、障がいと向き合っ

て生きていく人たちの姿に、本当に涙が
こぼれたり、一緒に行った高校生達から、
かなりの勇気をもらったり、人間として
少しだけ大人になれた素晴らしい旅でし
た。 

県の方々、アダプティブのスタッフの
方々、そして一緒に行ってくれた団員の
皆さんに、心から感謝したいと思います。
本当にありがとうございました。 
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多国籍トイレ・・・（謎） 
まぁ、親切だよね。 
オイラここのドアに挟まれた
から・・・（^^;A 
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ライトの形や車名のプレートがかっこい
い！！ バックライトが大きく、車名のプレートがかっこ

いい！！ 

大きくて圧倒的な存在感！！ 
ボディ全体がかっこいい！！ 

純正のホイールが GOOD！！ 
ウインカーの大きさも GOOD！！ 

ライトの形が個性的！！ 
車の形も早そうでかっこいい！！ 

本場の左ハンドルは本当にかっこいい！！ 
やっぱり BM だね！！ 
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 ボストン美術館で見つけたお気に入りの作品を紹介します。
 
 

「シャンデリアがきれい。」 
広い部屋にはたくさんの絵画が
展示してありました。 

「ライオン大きいな。」 

花がきれい。有名なモネの絵も
ありました。 

「きれいだった。」 
エジプトのコーナーで見つ
けました。 

「 馬 が すご く
大 き い ！強 そ
う！！」 

◇トーマス・クレーン公共図書館 

◇スポルディング・リハビリテーション病院 

古くて趣のある図書館 

車いすの人でもボタンを押せば開く
ドア。これなら簡単に中に入れます。

館内見取り図。 
色別になっていて、手すりの内側には
展示による表示もありました。 

力のない人でも使いやすそうな道
具がたくさんありました。 

ゴルフの手袋。クラブを握れない
人でも、マジックテープで固定す
ればゴルフが楽しめます。 
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総括責任者・引率・事務局より 
 

人権男女共生グループ 主幹 佐賀  勝 
ＵＤの先進地を訪問し、ＵＤがどのように浸透しているか実際に肌で感じる機会を得、

特に、「アダプティブ・エンバイロメンツ」でＵＤの最先端の活動に触れることができたこと
は、大変貴重な経験となりました。「障がいや年齢など機能的な限界は環境で変えられ
る。ＵＤは機能的限界を最小にする力がある」とはバレリー・フレッチャー所長の言葉で

したが、実際に数々の訪問先で障がいを感じさせない仕事をしている多くの方々にお会いし、障がいがあっ
ても働ける環境が整っていることに日本との違いを感じさせられました。 

さて、今回の訪問団ですが、一種、大家族のような雰囲気で研修ができ、結束も強いものがあります。「メー
リングリストのつながりが途切れないおつきあいを」と河野団長がいったように、団員同士はもちろん福島県
のＵＤともずっとつながっていていただくことを期待します。 

県立平養護学校 教諭 大友 陽子 
「百聞は一見にしかず」の言葉通り、現地に行って体感した全てのことが大変貴重な

財産となりました。さすがは同じ志を持った団員同士、2回目の事前研修ではすっかり打
ち解けて、各人のキャラクターを尊重し合いながら研修されていた姿が印象的でした。
アメリカでは多少のトラブルにも慌てず騒がず、逆に何かある度に団員の絆が深まって

いったように感じます。引率としては力不足でしたが、このふくしま型 UD 実践リーダー養成事業を通して、団
員の皆さんに出会いパワーをいただいたこと、また帰国してからも強い絆の輪の中に自分がいられること
が、幸せだなと感じています。「ありがとうございました。」お世話になった全ての方に感謝申し上げます。 

特別支援教育グループ 指導主事 上妻  弘 
本研修を一言で表すと「あり得ない研修」という言葉が当てはまるように感じます。そ

れは通常の研修では考えられないような貴重な体験をさせていただいたからに他なり
ません。関係者以外は入室できない施設の内部まで見学させていただいたり、責任者
から直接説明を聴いたり、一般人は立入禁止の日であるにもかかわらず行政の責任者

が先頭に立って案内をしていただいたり・・・。毎朝、目を輝かせて集合される団員の表情がすべてを物語っ
ていました。これもひとえにすべての企画を担当していただいた「アダプティブ・エンバイロメンツ」の皆様との
２年越しの継続した研修がもたらした結果であると確信しています。改めて感謝申し上げます。 

また団員一人一人が、見聞し、体験し、実感する主体的な学びが、後の成果発表フォーラムに結集され、大
きな成果となって現れたのではないかと思います。微力な私はただ団員の皆さんの活動を見守ることしかで
きなかったのですが、団員の皆さんがそれぞれの立場で生き生きと実践する姿を見せていただけたことに感
謝します。UD を深く理解することで人生が変わるきっかけとなる、そんな素晴らしい研修であったように思わ
れます。今後の団員の皆さんの御活躍を期待しております。 
 

人権男女共生グループ 主査 鈴木 裕幸 
視察先では「目から鱗」の体験をさせていただきました。ＵＤを推進していくうえで、「ユ

ーザーエキスパート」の考えは欠かせない視点であり、それを踏まえながら行政や企
業、ＮＰＯ等が連携していくことが大切であると実感させられました。これもひとえにバレ
リー所長をはじめ、アダプティブ・エンバイロメンツの皆様が、私たちの視察趣旨に沿っ

た行き届いた手配をしてくれたお陰であります。皆様の多大なる御協力とおもてなしに改めて心から感謝申し
上げます。 

おわりに、事務局として至らない点が多々ありましたが、最後まで御協力いただいた団員の皆様に感謝申
し上げます。今後とも福島県のＵＤ推進に向けて継続的な交流をお願い申し上げます。 
 
 

        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     平成１９年３月３日（土）

 

３．    　　 日程説明            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 佐藤　玲子

7．（16:30）閉会のことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   桑原　了一

　　（15:20）�����������������������������������������������
����
          　        質疑応答

６．�����
　　（15:00）
	��������������������
         　　        阿部美咲･江連香織･大瀧裕司･桑原了一･直井風子･藤島 卓･古川あゆみ

（休憩）

４．���� ­������������������������������

 　　　　 　 成果発表　　　　　　　　　　　　　　　                                村松　 禎・河野由美子

　　      　  郡山養護学校の建築的魅力　　　　　　　　　　　　                           佐藤　玲子

　  （13:10）研修内容の発表　　　　　　　　　　　　　　　　　                                渡邉　大輔

          　　郡山養護学校はこんなところ　　　　　　　　　　　                             江連　香織

５．��������������
    （13:50）郡山養護学校の概要　　　　　               郡山養護学校　教頭　渡邉　恵一先生

              校舎内見学　　フリーダムトレイル（赤ライン）に沿ってごらん下さい

���
��
	�����������������
� ­���������

１．（13:00）開会のことば　　　　　　　　　　　　　　　 　　                                   古川あゆみ
２．          団長あいさつ、団員紹介　　　　　　　　　　　                                  河野由美子

わたしたちができること
 　                                                                 郡山養護学校視聴覚･会議室
　　　                                                                              １３：００～１６：３０
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ても働ける環境が整っていることに日本との違いを感じさせられました。 

さて、今回の訪問団ですが、一種、大家族のような雰囲気で研修ができ、結束も強いものがあります。「メー
リングリストのつながりが途切れないおつきあいを」と河野団長がいったように、団員同士はもちろん福島県
のＵＤともずっとつながっていていただくことを期待します。 

県立平養護学校 教諭 大友 陽子 
「百聞は一見にしかず」の言葉通り、現地に行って体感した全てのことが大変貴重な

財産となりました。さすがは同じ志を持った団員同士、2回目の事前研修ではすっかり打
ち解けて、各人のキャラクターを尊重し合いながら研修されていた姿が印象的でした。
アメリカでは多少のトラブルにも慌てず騒がず、逆に何かある度に団員の絆が深まって

いったように感じます。引率としては力不足でしたが、このふくしま型 UD 実践リーダー養成事業を通して、団
員の皆さんに出会いパワーをいただいたこと、また帰国してからも強い絆の輪の中に自分がいられること
が、幸せだなと感じています。「ありがとうございました。」お世話になった全ての方に感謝申し上げます。 

特別支援教育グループ 指導主事 上妻  弘 
本研修を一言で表すと「あり得ない研修」という言葉が当てはまるように感じます。そ

れは通常の研修では考えられないような貴重な体験をさせていただいたからに他なり
ません。関係者以外は入室できない施設の内部まで見学させていただいたり、責任者
から直接説明を聴いたり、一般人は立入禁止の日であるにもかかわらず行政の責任者

が先頭に立って案内をしていただいたり・・・。毎朝、目を輝かせて集合される団員の表情がすべてを物語っ
ていました。これもひとえにすべての企画を担当していただいた「アダプティブ・エンバイロメンツ」の皆様との
２年越しの継続した研修がもたらした結果であると確信しています。改めて感謝申し上げます。 

また団員一人一人が、見聞し、体験し、実感する主体的な学びが、後の成果発表フォーラムに結集され、大
きな成果となって現れたのではないかと思います。微力な私はただ団員の皆さんの活動を見守ることしかで
きなかったのですが、団員の皆さんがそれぞれの立場で生き生きと実践する姿を見せていただけたことに感
謝します。UD を深く理解することで人生が変わるきっかけとなる、そんな素晴らしい研修であったように思わ
れます。今後の団員の皆さんの御活躍を期待しております。 
 

人権男女共生グループ 主査 鈴木 裕幸 
視察先では「目から鱗」の体験をさせていただきました。ＵＤを推進していくうえで、「ユ

ーザーエキスパート」の考えは欠かせない視点であり、それを踏まえながら行政や企
業、ＮＰＯ等が連携していくことが大切であると実感させられました。これもひとえにバレ
リー所長をはじめ、アダプティブ・エンバイロメンツの皆様が、私たちの視察趣旨に沿っ

た行き届いた手配をしてくれたお陰であります。皆様の多大なる御協力とおもてなしに改めて心から感謝申し
上げます。 

おわりに、事務局として至らない点が多々ありましたが、最後まで御協力いただいた団員の皆様に感謝申
し上げます。今後とも福島県のＵＤ推進に向けて継続的な交流をお願い申し上げます。 
 
 

        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     平成１９年３月３日（土）

 

３．    　　 日程説明            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 佐藤　玲子

7．（16:30）閉会のことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   桑原　了一

　　（15:20）�����������������������������������������������
����
          　        質疑応答

６．�����
　　（15:00）
	��������������������
         　　        阿部美咲･江連香織･大瀧裕司･桑原了一･直井風子･藤島 卓･古川あゆみ

（休憩）

４．���� ­������������������������������

 　　　　 　 成果発表　　　　　　　　　　　　　　　                                村松　 禎・河野由美子

　　      　  郡山養護学校の建築的魅力　　　　　　　　　　　　                           佐藤　玲子

　  （13:10）研修内容の発表　　　　　　　　　　　　　　　　　                                渡邉　大輔

          　　郡山養護学校はこんなところ　　　　　　　　　　　                             江連　香織

５．��������������
    （13:50）郡山養護学校の概要　　　　　               郡山養護学校　教頭　渡邉　恵一先生

              校舎内見学　　フリーダムトレイル（赤ライン）に沿ってごらん下さい

���
��
	�����������������
� ­���������

１．（13:00）開会のことば　　　　　　　　　　　　　　　 　　                                   古川あゆみ
２．          団長あいさつ、団員紹介　　　　　　　　　　　                                  河野由美子

わたしたちができること
 　                                                                 郡山養護学校視聴覚･会議室
　　　                                                                              １３：００～１６：３０
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◇開催日時：平成１９年３月３日（土）１３：００～１６：３０
◇会場：福島県立郡山養護学校１階視聴覚・会議室
◇回収数：４１枚

（1）あなたの年齢は？
人数

２０歳未満 2 　
２０歳代 5
３０歳代 2
４０歳代 13
５０歳代 10
６０歳以上 9

（２）あなたの居住市町村は？
人数

郡山市 23
福島市 10
伊達市 2
須賀川市 2
会津若松市 1
石川町 1
宮城県塩釜市 1
未回答 1

（３）あなたの職業は？
人数

公務員 12
会社員 6
自営業 3
パート 1
学生 5
無職 9
未回答 5
※学生（大学３年生　２名　中学１年生　１名　小学５年生　１名）

��������������������

�������������������

５０歳代
24%

６０歳以上
22%

２０歳未満
5%

２０歳代
12%

３０歳代
5%

４０歳代
32%

会津若松市
2%

石川町
2%

郡山市
57%福島市

25%

伊達市
5%

須賀川市
5%

宮城県塩釜市
2% 未回答

2%

学生
12%

無職
22%

公務員
30%

会社員
15%

自営業
7%パート

2%

未回答
12%

������������������

人数

案内通知 15
県のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 1
県のﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ 3
新聞報道 0
知人から 16
その他 5
未回答 1
※その他　（父親から・難聴協会の案内）

���������
	�����������

（１）発表内容はいかがでしたか？
人数

とてもよい 30
よい 11
よくない 0

 

第２部　　「校舎内見学」

（１）説明の内容はいかがでしたか？
人数

とてもよい 33
よい 8
よくない 0

（２）見学してみての感想

・とても明るく、『光の学校』というキャッチフレーズがとても合っていると思った。（２０代）
・もっと市民への周知をして下さい。モデルとして広大な分野に活用されるべき。（６０代）

第１部　　「団員による研修内容と成果発表」

・校舎は素晴らしい。また、その計画から設計建築に至る経過も素晴らしい。学生が一緒に案内してくれるのも良い。（５０代）

・障がい者にやさしい素晴らしい設計、施設、設備。本校が特別の学校でなく、他校の校舎、施設、設備も整備されることを希
望します（５０代）

その他
12%

未回答
2%

案内通知
37%

県のﾎｰﾑﾍﾟｰ
ｼﾞ
2%

県のﾒｰﾙﾏｶﾞ
ｼﾞﾝ
7%

知人から
40%

よい
27%

とてもよい
73%

とてもよい
80%

よい
20%
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◇開催日時：平成１９年３月３日（土）１３：００～１６：３０
◇会場：福島県立郡山養護学校１階視聴覚・会議室
◇回収数：４１枚

（1）あなたの年齢は？
人数

２０歳未満 2 　
２０歳代 5
３０歳代 2
４０歳代 13
５０歳代 10
６０歳以上 9

（２）あなたの居住市町村は？
人数

郡山市 23
福島市 10
伊達市 2
須賀川市 2
会津若松市 1
石川町 1
宮城県塩釜市 1
未回答 1

（３）あなたの職業は？
人数

公務員 12
会社員 6
自営業 3
パート 1
学生 5
無職 9
未回答 5
※学生（大学３年生　２名　中学１年生　１名　小学５年生　１名）
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５０歳代
24%

６０歳以上
22%

２０歳未満
5%

２０歳代
12%

３０歳代
5%

４０歳代
32%

会津若松市
2%

石川町
2%

郡山市
57%福島市

25%

伊達市
5%

須賀川市
5%

宮城県塩釜市
2% 未回答

2%

学生
12%

無職
22%

公務員
30%

会社員
15%

自営業
7%パート

2%

未回答
12%
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人数

案内通知 15
県のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 1
県のﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ 3
新聞報道 0
知人から 16
その他 5
未回答 1
※その他　（父親から・難聴協会の案内）
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（１）発表内容はいかがでしたか？
人数

とてもよい 30
よい 11
よくない 0

 

第２部　　「校舎内見学」

（１）説明の内容はいかがでしたか？
人数

とてもよい 33
よい 8
よくない 0

（２）見学してみての感想

・とても明るく、『光の学校』というキャッチフレーズがとても合っていると思った。（２０代）
・もっと市民への周知をして下さい。モデルとして広大な分野に活用されるべき。（６０代）

第１部　　「団員による研修内容と成果発表」

・校舎は素晴らしい。また、その計画から設計建築に至る経過も素晴らしい。学生が一緒に案内してくれるのも良い。（５０代）

・障がい者にやさしい素晴らしい設計、施設、設備。本校が特別の学校でなく、他校の校舎、施設、設備も整備されることを希
望します（５０代）

その他
12%

未回答
2%

案内通知
37%

県のﾎｰﾑﾍﾟｰ
ｼﾞ
2%

県のﾒｰﾙﾏｶﾞ
ｼﾞﾝ
7%

知人から
40%

よい
27%

とてもよい
73%

とてもよい
80%

よい
20%
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（１）高校生団員の発言内容はいかがでしたか？
人数

とてもよい 26
よい 13
よくない 0
未回答 2

※「とてもよい」の回答の意見として
・特に女学生に感服（６０代）
 

（２）講演内容はいかがでしたか？
人数

とてもよい 29
よい 7
よくない 1
未回答 4

※よくないの理由
・集中して聞くことができなかった。（２０代）
※とてもよいの感想として
・凄い情報量がベース。また開催して下さい。（６０代）

（３）講師の人選はいかがでしたか？
人数

とてもよい 31
よい 7
よくない 0
未回答 3

※「よい」の意見として
・話す速度がはやかった。

・光がたくさん入ってとても温かい学校だと思った。設備面も大変充実していて、学生さん達が安心して快適に学べる環境に感
心した。（３０代）
・見学時間がもう少し長くてもよかった。（３０代）

・介護施設も広くて明るくなれば良いと思った。（４０代）

第３部　　「パネルディスカッション、講演」

・学校施設を広く一般県民の方々へ開放する試みを今後期待します。（５０代）

・ＵＤ思想を生活すべてにあてはめて今後考え、実践していく。（６０代）

・夢のような学舎だった。空、自然の緑が屋内から見えるのは心が落ち着くようです。（６０代）
・環境が人を育てるということを実感。（５０代）
・広いということはとても良いことであると同時に体力も必要だと実感した。（５０代）

未回答
5%

よい
32%

とてもよい
63%

よくない
2%

未回答
10%

とてもよい
71%

よい
17%

未回答
7%

よい
17%

とてもよい
76%

������������������

（１）受講環境（手話通訳やパソコン要約筆記など）の配慮はいかがでしたか？
人数

とてもよい 28
よい 11
よくない 1
未回答 1

※「よくない」の理由
・パソコン要約筆記をもう少しがんばってもらいたかった。（２０代）

（２）その他要望等
・駐車場から会場への案内（矢印だけでも）があれば良かった。（５０代）
・話すスピードが速く、手話やパソコンを見ながら聞くと内容把握が難しい（２０代）
・もう少し学生団員の話が聞けたらより良かったと思いました（３０代）。

・ピーアールをもっとしてもよいのでは？（４０代）

・ＯＨＰのそばに手があるとみやすい（最後は良かった）。　（６０代）

��
��
	���������������
人数

平日の昼間 4
平日の夜間 3
休日の昼間 27
休日の夜間 0
その他 3
未回答 4

※「その他」の意見
・イベントの内容による。（５０代）
・１年の四季に応じてなので、答えられない。（４０代他１名）

・時間の都合もあるでしょうが、話者は、聞く方の理解を考えて話しているのか、いつもフォーラム等で思うことです（６０代）

・内容の濃い講演だったが、早口で聞き落としもあった。ループの無線マイクの持ち方、発表者の声の質で聞こえがマチマチ。
ＵＤとしては今イチ。（６０代）

未回答
2%よくない

2%

よい
27%

とてもよい
69%

その他
7%

未回答
10%

平日の夜間
7%

平日の昼間
10%

休日の昼間
66%
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（１）高校生団員の発言内容はいかがでしたか？
人数

とてもよい 26
よい 13
よくない 0
未回答 2

※「とてもよい」の回答の意見として
・特に女学生に感服（６０代）
 

（２）講演内容はいかがでしたか？
人数

とてもよい 29
よい 7
よくない 1
未回答 4

※よくないの理由
・集中して聞くことができなかった。（２０代）
※とてもよいの感想として
・凄い情報量がベース。また開催して下さい。（６０代）

（３）講師の人選はいかがでしたか？
人数

とてもよい 31
よい 7
よくない 0
未回答 3

※「よい」の意見として
・話す速度がはやかった。

・光がたくさん入ってとても温かい学校だと思った。設備面も大変充実していて、学生さん達が安心して快適に学べる環境に感
心した。（３０代）
・見学時間がもう少し長くてもよかった。（３０代）

・介護施設も広くて明るくなれば良いと思った。（４０代）

第３部　　「パネルディスカッション、講演」

・学校施設を広く一般県民の方々へ開放する試みを今後期待します。（５０代）

・ＵＤ思想を生活すべてにあてはめて今後考え、実践していく。（６０代）

・夢のような学舎だった。空、自然の緑が屋内から見えるのは心が落ち着くようです。（６０代）
・環境が人を育てるということを実感。（５０代）
・広いということはとても良いことであると同時に体力も必要だと実感した。（５０代）

未回答
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よい
32%

とてもよい
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よくない
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未回答
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よい
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（１）受講環境（手話通訳やパソコン要約筆記など）の配慮はいかがでしたか？
人数

とてもよい 28
よい 11
よくない 1
未回答 1

※「よくない」の理由
・パソコン要約筆記をもう少しがんばってもらいたかった。（２０代）

（２）その他要望等
・駐車場から会場への案内（矢印だけでも）があれば良かった。（５０代）
・話すスピードが速く、手話やパソコンを見ながら聞くと内容把握が難しい（２０代）
・もう少し学生団員の話が聞けたらより良かったと思いました（３０代）。

・ピーアールをもっとしてもよいのでは？（４０代）

・ＯＨＰのそばに手があるとみやすい（最後は良かった）。　（６０代）
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人数

平日の昼間 4
平日の夜間 3
休日の昼間 27
休日の夜間 0
その他 3
未回答 4

※「その他」の意見
・イベントの内容による。（５０代）
・１年の四季に応じてなので、答えられない。（４０代他１名）

・時間の都合もあるでしょうが、話者は、聞く方の理解を考えて話しているのか、いつもフォーラム等で思うことです（６０代）

・内容の濃い講演だったが、早口で聞き落としもあった。ループの無線マイクの持ち方、発表者の声の質で聞こえがマチマチ。
ＵＤとしては今イチ。（６０代）

未回答
2%よくない

2%

よい
27%

とてもよい
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その他
7%

未回答
10%

平日の夜間
7%

平日の昼間
10%

休日の昼間
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人数

意識やこころのあり方 25
まちづくり 18
ものづくり 6
サービス 6
情報 7
交通 3
教育 11
人権 5
男女共同参画 5
高齢者 8
障がい者 12
多文化共生 4
地域経済・産業 9
その他 1
未回答 3

※その他
・家族のあり方。家族が一番難しいから（６０代）
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・関根さんの講演は、もっと障がい者・障がいのある生徒にも聞いてもらったらよかったのでは？（５０代）
・がんばって福島にＵＤの考え方を広めていきましょう!!（２０代）
・今回は、団員さんたちの笑顔もあり、とても温かい雰囲気で良かったです。（２０代）
・長時間のお話ありがとうございました。（６０代）

・すばらしい設備で感動しました。孫達に見学させたかった。（６０代）
・今回の成果発表フォーラムは、参加してとてもよかったと思えるものでした。（２０代）
・設備が整って、明るく広く、ここが日本かと思う程でした。（６０代）

・有意義なひとときでした。（５０代）

・次にこのような企画があれば参加してみたいです。アメリカにも実際に行ってみたいです。（４０代）
・団員へのお知らせ（文書）もユニバーサルデザインにしていただきたいと思います。（４０代）
・発表会と講義を別にしてほしかった。講義はとても内容がわかりやすかったが、質疑応答の時間が少なかった。（50代）
・研修お疲れ様でした。心のこもったｇｏｏｄなプレゼンテーションでした。（４０代）
・たいへんお世話になりました。ありがとうございました。（２０代）

・団員の方々の報告や、今回の報告会の準備や様々な企画、大変ご苦労様でした。ＵＤの考え方が少しずつ地域社会に、何
より行政の方々に広がっていくことを願っています。（５０代）

・「和気あいあい」とした雰囲気が、会が進むにつれ肌で感じてきました。これも１つのＵＤかなあと思いました。ありがとうござ
いました。（６０代）

・４０年間県職員として勤めさせていただきましたが、職種も違っていたので地元にいながら養護学校に来たのははじめてでし
た。県民の皆様にもっと知っていただけるようにしたいですね。
今回の催しでもなければ、通常来るのはできなかったので、たいへんためになりました。ユニバーサルデザインは、すべての
人にとっても良いことにつながる。（６０代）

・とても良い報告会でした。高校生のパネルディスカッションから関根さんの講演につなげたのがとても良かったです。
福島県がＵＤの進んだ住みやすいまちになるよう私も努力したいと思います。今日は、ありがとうございました。（５０代）
・日本は、やはり障がい者の方に対する理解が足りないとつくづく感じました。ユニバーサルデザインという考えが、多くの
人々に広まり、根づいていくよう社会・地域が一丸となって取り組む必要があると感じました。（３０代）

・あたり前の形、意識の在り方を改めて考えさせられました。今後の教育のあり方から考えて、子供等の多く参加も出来るイベ
ントも企画してはいかがかと。（４０代）
・団員の素直な意見が聞けて素晴らしかった。施設見学時の対応として、利用者の意見が聴ければ良かったかと感じました。
安心して住めるような社会にする為に頑張るぞ、という気持ちにさせられる素晴らしい講演であった。（５０代）
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